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会
所
梅
竹
堂

天
和

・
貞
享
頃
ま
で
俳
譜
数
奇
者
を
中
心
に
ご
く
小
規
模
に
行
な
わ
れ
て
来
た

京
都
点
者
に
よ
る
前
句
付
俳
譜
は
、
元
禄

に
入
る
と
随
流
が

『貞
徳
永
代
記
』
に

「
当
時
前
句
附
は
や
り
て
都
鄙
遠
国
ま
で
流
布
す
る
」
と
伝
え
る
よ
う
に
、
参
加

者
の
激
増

・
興
行
圏
の
拡
大
を
見
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
は
前
句
付
俳
譜
の
場

へ

の
庶
民
大
衆
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
る
も

の
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
現
象
は

や
が
て
前
句
付
俳
譜
の
世
界
に
も
質
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

っ
た
。
す

な
わ
ち
、
元
禄
以
前
は
あ
く
ま
で
も
百
韻
俳
譜
の

一
部
と
し
て
の
性
格
を
崩
さ
な

か

っ
た
前
句
付
俳
譜
の
世
界
に
、
正
体
な
き
前
句
が
復
活
し
短
句
が
多
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
切
句

・
折
句
の
発
案
、
笠
付
の
創
案
と
い
う
事
態
が
加
わ

り
、
前
句
付
俳
譜
は
雑
俳
の
前
句
付

へ
と
大
き
く
変
質
を
遂
げ
て
行
く
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
時
代

に
、
京
都
点
者
に
よ
る
前
句
付
俳
譜
及
び
雑
俳
興
行
の
場
に
於

て
、
勝
句
披
露
の
た
め
に
調
製
さ
れ
て
い
た
清
書
巻
に
替

っ
て
登
場
し
た
の
が

一

枚
刷
で
あ
り
、
会
所
本

で
あ

っ
た
。
参
加
者
、
寄
句
数
の
急
増
及
び
興
行
圏
の
拡

大
に
伴
な
い
、
清
書
巻
の
回
覧
と
い
う
勝
句
披
露
形
式
で
は
間
に
合
わ
な
く
な
り
、

一
枚
刷
に
よ
る
披
露

に
切
り
替
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
勝
句
を
盛
り
こ
む
こ
と

が
困
難
に
な

っ
て
会
所
本
形
式
が
採
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

う
い
っ
た
会
所
本
は
、
近
江
あ
た
り
で
は

「沖
の
嶋
守
ま
で
も
、
船
を
お
し
網
を

引
ぬ
る
片
手
に
も
、
前
句
附
の
板
行
を
四

つ
も
五

つ
も
懐
中
し
て
」
(
貞
徳
永
代

記
)
い
た
と
記
す
の
に
よ
れ
ば
、
元
禄
初
に
は
既
に
か
な
り
の
数
が
出
版
さ
れ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
元
禄

・
宝
永
期
で
残
存
す
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。

が
、
享
保
に
入
る
と
そ
の
数
は
飛
躍
的
に
増
え
、
京
都
点
者

に
よ
る
雑
俳
興
行
の

盛
況
ぶ
り
を
う
か
が
わ
せ
る
。
次
掲
の
表
1
は
、
宮
田
正
信
博
士
御
架
蔵
本
、
天

理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
本

(書
名
を
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
す
)、
鈴
木
勝
忠
氏
編

『未

刊
雑
俳
資
料
」
『雑
俳
集
成
』
収
録
本
等
を
参
照
し
、
仮

に
作
成
し
て
み
た
京
都

点
者
の
会
所
本
年
表
で
あ
る
。
こ
の
稿
で
中
心
的
に
取
り
上
げ
る
梅
竹
堂
板
の
そ

れ
は
表
H
に

一
括
す
る
の
で
、
表
1
に
は
収
め
て
い
な
い
。
表
1
に
拾

っ
た
会
所

本

の
う
ち
、
刊
記

・
収
録
句

・
原
蔵
者
の
書
入
な
ど
に
よ
り
年
代
が
確
定
出
来
る

の
は
ほ
ぼ
半
数

で
、
残
り
は
推
測
に
よ
る
。
完
壁
に
は
程
遠
い
が
、
お
よ
そ
の
流

れ
は
こ
れ
に
よ

っ
て
押
さ
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
な
お
、
年
代
が
ほ
ぼ
確
定
で

き
る
も
の
は
そ
の
書
名
に
○
印
を
付
し
た
。
ま
た
、
会
所
本
に
は
そ
の
書
名
に

平成7年9月9日 受理*文 学部国文学科
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表
-

会
所
本
年
表

享 宝 元保 永 禄

十 十 十 十
四 三 一 十 九 八 七 六 元 六 五 三 二 元 六 七 六 五

年

代

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

熱 糠 惣擁 碧撫1綴霧麺鞭
書

名

1418251614141530131315161816141514161815171511149*19131211101013 巌

雲 雲 雲 白 白 雲 雲 雲 知 白 知 知 雲 知 白 知 雲 雲 知 知 雲 言 晩 雲 鞭 晩 轍 不 如 如 林 可 我
堂 峰 鈴 鵠 鵠 堂 堂 鼓 石 鵠 石 石 鼓 石 鵠 石 堂 鼓 石 石 鼓 石 山 峰 石 山 士 明 泉 泉 鴻 休 黒

点
者

辮羅 醜 難難 辮葺難 難 雛
会

所

享 享 享 享 享 享 享 享 享 享 享 宝 宝 宝 宝 宝 元 元 元 元
保 保 保 保 保 保 保 保 保 保 保 永 永 永 永 永 禄 禄 禄 禄
十 十 十 十 十 八 七 七 七 六 六 六 五 三 二 元 十 七 六 五
四 午 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 六 年 年 年
年 酉 酉 酉 十 十 十 十 六 五 正 三 五 十 六 五 十 八 十 十 十 八 年 五 十 八
九 三 二 正 正 一 四 正 一 二 六 ニ ー 月 月 月 月 月 一 月 月 月 月 八 ニ ー 二 月 九 月 一 月
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

刊

記

一 一 一 一 一 一 一一 ニ ー 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一

二 二 八 〇 〇 三 三 〇 〇 〇 〇 三 六 三 九 二 九 二 六 〇 六 一 八 七 九 五 〇 〇 九 〇 〇

〇 三 一 〇 〇 六 〇 一 七 二 二 〇 一 〇 八 〇 一 二 二 二 五 四 六 ニ ー 〇 五 七 三 六 〇
〇 二 六 〇 〇 五 二 三 六 三 七 六 五 五 九 〇 六 〇 〇 六 三 二 八 〇 九 〇 三 〇 〇 〇 〇
五 〇 二 〇 〇 七 一 八 九 四 〇 五 六 一 ニ ー 二 〇 〇 一 五 六 八 三 六 〇 三 〇 〇 〇 〇

余 余 余 余 余 余

寄

句

高

三 四 六 三 三 三 三 七 三 三 三 三 四 三 三 三 三 三 三 三 三 三 一 三 一 二 三 一 二 ニ ー 一 ニ
ー ○ 〇 五 〇 五 五 〇 〇 〇 〇 五 〇 〇 〇 〇 〇 〇 六 〇 六 〇 五 五 〇 五 〇 五 〇 〇 五 〇 〇

五 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 六 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

勝
句

252320222320252121262027212727242427252218192118191415 駿

一 古

三二1島 壱 宍1
年

代

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

雛騨 擁 舞凝 馨繰1織灘 繍
書

名

121513141125*1315141515131116141314131314131414111313141414131515 姦

雲 知 知 雲 雲 雲 知 知 知 知 知 雲 雲 言 知 知 白 雲 白 知 雲 雲 知 白 雲 知 知 雲 白 白 知 白 雲
扇 石 石 扇 鈴 鈴 石 石 石 石 石 鼓 鼓 石 石 石 鵠 扇 鵠 石 扇 鈴 石 鵠 峰 石 石 峰 鵠 鵠 石 鵠 堂

点
者

丁 春 春 梅 福 藤 春 春 春 春 藤 藤 松 春 春 松 梅 松 春 梅 藤 春 松 松 春 春 松 梅 松 春 松 梅字 花 花 林 寿 井
*花 花 花 花 井 井 栄 花 花 寿 林 寿 花 林 井 花 寿 栄 花 花 栄 林 寿 花 寿 林

軒 堂 堂 堂 軒 軒 堂 堂 堂 堂 軒 軒 堂 堂 堂 軒 堂 軒 堂 堂 軒 堂 軒 堂 堂 堂 堂 堂 軒 堂 軒 堂

会

所

(

午 學 辰+*+++碧 卯 羊 子 子 閏子 率 率 亥亥 弊 戌 戌 戌 戌
九 一 六 正 一 二 ニ ー 六 五 二 正)二 六 一 八 六 六 五 四 ニ ー 九 六 ニ ー 十 十 六 正 正

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

刊

記

一 一 一 一_一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

九 三 〇 二 七 〇 一 九 〇 三 一 四 二 〇 一 〇 〇 九 八 〇 〇 〇 〇 九 〇 〇 〇 二
八 八 九 一 一一*四 一 六 三 一 八 三 〇 〇 五 〇 三 五 一 五 〇 三 〇 五 〇 〇 〇 七
四 八 七 七 五 一 四 四 二 七 三 〇 一 〇 一 〇 一 一 五 二 〇 二 七 〇 〇 九 〇 八
五 〇 八 五 〇 〇 二 八 六 五 九 一 七 〇 七 〇 〇 九 〇 一 〇 一 四 八 〇 七 〇 五

余 余 余 余 余

寄

句

高

三 三 三 三 三 五 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 二 三 三 三 三 三 三 三 三
〇 六 〇 二 〇 六*〇 二 〇 〇 五 〇 五 六 二 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 五 〇 〇 〇 〇 〇 〇 三 三
〇 七 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 四 一 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 八 〇 〇 〇 〇 五

勝
句

172122*2823292323272020302925292522282224232023 畏

一75一
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寛 延 延 寛 寛 元延 享 享 保 保 文

頃 頃元
四 二 元 三 二 五 四

年

代

○ ○

峯難 巖瞬 灘 緯 萎緯 嶽 繋
書

名

131313131313141213131211131213131311131413111113131312141213131313 薮

知 隆 隆 隆 隆 隆 隆 隆 隆 隆 雲 雲 雲 雲 隆 雲 隆 雲 隆 雲 隆 雲 雲 雲 練 練 雲 練 雲 練 市 知 知
石 志 志 志 志 志 志 志 志 志 峰 峰 峰 峰 志 峰 志 峰 志 峰 志 峰 峰 峰 石 石 峰 石 峰 石 貢 石 石

点
者

春 梅 梅 梅 梅 梅 梅 梅 梅 梅 梅 大 梅 大 梅 大 梅 春 春 大 春 春 千 春 春
花 林 林 林 林 林 林 林 林 林 林 慶 林 慶 林 慶 林 花 花 慶 花 花 里 花 花
堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂 堂

会

所

辰 子 戌 申 未
十 十 十 卯 丑 丑 十 子 子 子 亥 亥 亥 十 戌 閏 十
ニ ー 一 十 六 五 五 五 二 正 正 五 正 一 十 五 四 八 五 五 ニ ー 七 七 一
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

刊

記

一 一_一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 〇 一 〇 一 〇 〇 一 三 〇 ニ ー ニ ー 一 〇 〇 九 八 〇 〇 一 〇

七 一 七 〇 五 三 〇 七 二 三 一 五 六 一 五 三 六 四 八 八 九 ニ ー 九
二 八 九 八 三 七 七 二 〇 六 一 一 〇 三 八 九 一 〇 七 八 五 三 七 一一
〇 五 七 三 五 九 一 一 〇 二 八 一 七 八 六 八 〇 九 一 〇 一 六 八 一

余

寄

句

高

三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 四 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三
二 三 〇 〇 〇 〇 〇 五 〇 二 五 一 四 〇 〇 五 〇 五 一 七 〇 一 五 五 〇 〇 二 六 三 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 八 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 二 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

勝
句

191921222420202421212216262327202423 疑

請糠 書 暮
二 九 六 四 二 乙 四 三 二

年

代

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

雛 熱 蝋 萎耀 毒lll同蝶 糠
書

名

496641111126651271412711137178147582072210818 薮

貞 百 一 白 素 一 和 一 百 翠 百 雲 和 雲 林 和 林 雲 和 雲 雲 市 雲 雲 雲 市 雲 和 雲 雲 雲 雲 点
流 秀 池 化 来 池 汐 池 花 柳 花 扇 汐 扇 石 汐 石 扇 汐 鈴 鈴 楓 扇 鈴 鈴 楓 扇 汐 鈴 鈴 鈴 鈴 者

長普 養 金 金 養 春 養産 万 藤藤 春 藤梅 春 梅 藤 春 藤藤 藤 藤 養 養 藤 春 藤 藤難
楽 流 老 葉 葉 老 台 老 善 亀 井 井 台 井 花 台 花 井 台 松 松 井 井 老 老 同 井 台 松 松 清 清

会

堂軒 軒 堂 堂 軒 堂軒 証 堂軒 軒 堂 軒堂 堂 堂 軒 堂軒 軒 軒 軒 軒 軒 軒 堂 軒 軒食論 所

天 明 宝 宝 宝 宝 宝 宝 宝 宝 宝 宝 寛 寛 寛 寛 寛 寛 寛 寛 寛 寛 寛
明 和 暦 暦 暦 暦 暦 暦 暦 暦 暦 暦 延 延 延 延 延 延 延 延 延 延 延
二 九 八 六 二 二 二 二 二 二 元 元 四 四 三 三 三 三 三 三 同 二 二 二 辰 刊

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 巳 年 年 巳 十
六 九 二 五 四 戌 十 十 五 五 四 四 十 十 十 閏 未 十 十 五 五 五 九 二 十 十 十 七 三 二
月 月 月 月 月 正 ニ ー 月 月 月 月 一 一 月 六 六 五 一 一 月 月 月 月 月 二 ニ ー 月 月 月

記

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月
一 一 一 一 一 一 一

一 九 八 九 〇 一 〇 一 一 四 四 一 寄

五 〇 〇 六 一 五 〇 八 五 一 二 六
〇 九 〇 三 五 六 一 〇 二 四 三 〇 句

○ 〇 八 〇 六 七 三 六 〇 五 一 四
高

ニ ー 一 三 二 三 一 一 一 三 一 三 三 一 三 三 一 四 二 三 一 一一ニ ー 三 一 五 二 二 四
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「俳
諸
」
「
諸
国
奉
納
」
「諸
国
奉
納
俳
譜
」
な
ど
と
冠
す
る
も
の
が
多

い
が
、

こ

の
表
で
は

一
切
省
略
し
て
あ
る
。

寄
句
高
等
の
空
白
は
、
特
に
断
わ
る
も

の
以
外
は
原
本
に
そ
の
記
載
が
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
。
未
調
査

の
項
目
に
つ
い
て
は
*
で
示
し
た
。
元
文
か
ら
延
享

に
か

け
て
の
雲
峰
撰
の
多
く
は
合
冊
再
刊
物
と
し
て
し
か
残

っ
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、

書
名

・
丁
数

・
勝
句
以
外
は
不
明

で
、
特

に
空
白
が
目
立

つ
の
は
そ
の
た
め
で
あ

る
。
こ
れ
ら
京
都
点
者

に
よ
る
会
所
本

は
、
享
保
以
後
、
小
本
共
表
紙
で
紙
繕
綴
、

表
紙
を
含
め
て
十
数
丁
と
い
う
装
傾
が

一
般
的
と
な
る
が
、
元
禄
宝
永
期
は

『
気

比
の
う
み
』
『あ
る
が
中
』
『京
祇
園
奉
納
』
『
瀧
ま
ふ
で
』
『
よ
ざ
く
ら
』
は
半
紙

本
、
『
口
ご
た
へ
』
は
中
本
と
過
渡
的
な
姿
を
示
す
。
小
本

・
土
ハ表
紙
と
い
う
装

偵
は
宝
永
二
年
の
春
花
堂
板

『
逸
題
」

を
も

っ
て
嗜
矢
と
し
、
『
天
津
風
」
『雪
の

虎
』
が
そ
れ
に
次
ぐ
。
い
ず
れ
も
春
花
堂
板

で
、
小
本

・
共
表
紙
と
い
う
装
偵
は

春
花
堂
に
始
ま
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
寄
句
高
を
見
て
み
る
と
享
保
以
降
寛
延
初

ま
で
、
会
所
本
の
多
く
に
は
寄
句
高
を
記
し
、
し
か
も
殆
ど
が
そ
の
数

一
万
を
超

え
る
。
そ
し
て
、
会
所
本
で
披
露
す
る
勝
句
は
三
百
を
め
や
す
と
し
た
こ
と
が
こ

の
表
か
ら
知
ら
れ
る
。
規
模
の
大
き
な
も
の
に
は
享
保
十
三
年
雲
鼓
撰

『わ
か
み

ど
り
』
の
よ
う
に
、
寄
句
二
万
余

勝
句
七
百
、
三
十
丁
と
い
う
大
冊
も
あ
る
。

か
よ
う
な
雑
俳
興
行
を
当
事
者
達
は

コ

万
句
寄
」
(京
祇
苑
奉
納

・
瀧
ま
ふ
で
)

コ

万
句
」
(雪
の
虎

・
八

ツ
藤

・
菊
の
台

・
な

つ
こ
だ
ち
等
)
「万
句
」
(夘
花
衣

等
)
「万
句
寄
」
(寛
延
三

『冬
至
梅
」)
な
ど
と
呼
ん
だ
。
最
も
多

い
の
は

「
一

万
句
」
「万
句
」
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
以
下
こ
れ
を
万
句
興
行
と
言
う
。

さ
て
、
年
表
の
会
所
に
注
目
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
中

に
は
京
都
会
所
の

老
舗
と
も
言
う
べ
き
春
花
堂
こ
と
山
形
屋
四
郎
兵
衛
の
よ
う
に
京
都
に
居
を
構
え

る
会
所
も
あ
る
が
、
京
都
点
者
に
よ
る
万
句
興
行
は
む
し
ろ
京
都
近
傍
の
地
方
会

所
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
面
が
強
い
。
現
存
最
古
の
会
所
本

で
あ
る

『気
比

の
う
み
」
を
扱

っ
た
の
は
敦
賀
の
水
江
重
次
で
あ

っ
た
。
『
あ
る
が
中
」

の
水
口

軒
は
宮
田
博
士
が

『雑
俳
史
の
研
究
」
で
推
測
さ
れ
た
通
り
、
近
江
水
口
の
そ
れ

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
如
泉
の

『京
祇
園
奉
納
』
『瀧
ま
ふ
で
』
を
扱
う
夏
藤
軒
は

丹
州
福
智
山
、
享
保
七
年
の

『な

つ
こ
だ
ち
」
以
下
雲
鼓

・
雲
鈴

・
雲
扇
ら
と
組

ん
で
息
の
長
い
活
動
を
す
る
藤
井
軒

こ
と
藤
井
清
兵
衛

は
江
州
神
崎
郡
北
庄
村

(現
五
箇
庄
町
内
)、
享
保
期
に
雲
扇

・
言
石
と
組
む
松
栄
堂
は
享
保
十
三
年

『
都

の
花
」

に
よ
れ
ば
、
丹
州
の
会
所
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
方
会
所
の
う

ち
で
も
と
り
わ
け
京
都
点
者
と
関
わ
り
の
深
い
の
が
近
江
の
そ
れ
で
あ
る
。
近
江

の
会
所
が
京
都
点
者
を
か

つ
い
で
の
興
行
に
熱
心
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
元
禄
五
年

『水
茎
の
岡
」
に
見
ら
れ
る
和
及
と
八
幡
山
会
所
藤
田
汀
鷹

の
例

に
明
ら
か
で
あ

る
し
、
先

の

『貞
徳
永
代
記
」
の
記
事
も
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
。
ま
た
、
可
休

点

『
あ
る
が
中
」
巻
末

の
集
計
に
よ
れ
ば
、
近
江
の
取
次
は
十

一
箇
所
に
及
び
次

位
の
勢
州
六
箇
所

に
ほ
ぼ
倍
す
る
。
そ
れ
に
こ
れ
は
少
し
後
の
も
の
に
な
る
が
、

寛
延
二
年
の
雲
鈴
撰
会
所
本

『
勇
魚
と
り
」
は
国
別
に
巻
元

(取
次
)
数
を
明
示

す
る
極
め
て
珍
し
い
例

で
、
そ
れ
に
よ
る
と
江
州
の
巻
元
は
実
に
百
七
十
八
箇
所

に
及
び
次
位
の
山
城
十
八
箇
所
を
は
る
か
に
凌
ぎ
、
集
句
数
も
二
十
箇
国
か
ら
の

合
計

一
万
千
六
百
四
句
の
う
ち
五
千
五
百
二
句
と
他
を
圧
倒
す
る
。
こ
れ
ら
の
事

実
は
京
都
点
者
の
万
句
興
行
が
、
地
方
会
所
と
り
わ
け
近
江
会
所
の
取
り
持
ち
な

く
し
て
成
り
立
ち
得
な
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
余
り
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
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傾
向
は
、
貞
徳
以
来
の
保
守
的
伝
統
の
強
い
京
都
を
避
け
経
営
基
盤
を
地
方
に
求

め
て
来
た
京
都
点
者
に
よ
る
雑
俳
の
万
句
興
行
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
招
い
た
地

方
点
者

.
会
所
の
自
立
と
い
う
事
態
に
よ

っ
て
、
よ
う
や
く
下
火
に
な
ろ
う
と
す

る
寛
延

.
宝
暦
に
至

っ
て

一
層
顕
著
と
な
る
。
年
表
の
寛
延
以
降
に
出
る
会
所
の

う
ち
、
は
っ
き
り
京
都
と
わ
か
る
の
は
春
花
堂
と
梅
花
堂
の
み
。
寛
延
元
年

『
勇

魚
と
り
』
以
下
雲
鈴
と
組
ん
で
い
る
藤
松
軒
こ
と
藤
井
清
八
郎
は
江
州
坂
田
郡
相

撲
村

(現
長
浜
市
相
撲
町
)
、
寛
延
二
年

『
夜
で
な
ら
ひ
』

な
ど
和
汐
の
も
の
を

主
に
扱
う
春
台
堂
こ
と
川
瀬
平
右
衛
門

は
同
じ
く
坂
田
郡
下
坂
之
庄
中
村

(現
長

浜
市
下
坂
中
町
)、
宝
暦
二
年
に
翠
柳
撰

『
ひ
と
り
言
」
百
花
撰

『
一
葉
船
」

を

取
り
持

つ
万
亀
堂

こ
と
丸
屋
善
五
郎
は
彦
根
の
会
所
で
あ
る
。
藤
井
軒

に
つ
い
て

は
先
に
触
れ
た
。
な
お
、
養
老
軒
は
美
濃
高
田
の
、
金
葉
堂
は
三
州
高
浜
の
、
年

表
末
尾
の
長
楽
堂
は
大
津
の
会
所
で
あ
る
。
表
1
の
寛
延
二
年
以
降
の
会
所
本
を

見
て
み
る
と
、
丁
数
も
十
丁
に
満
た
ぬ
も
の
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
、
寄
句
高

・

国
数
を
示
さ
ぬ
例
が
多
く
を
占
め
る
。
そ
れ
ら
は
勝
句
数
か
ら
見
て
、
お
そ
ら
く

会
所
本
に
掲
げ
る
ほ
ど
に
は
句
が
集
ま
ら
な
か

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

は
そ
の
ま
ま
、
雑
俳
の
地
方
伝
播
と
い
う
歴
史
的
使
命
を
終
え
て
下
火
に
向
か
お

う
と
す
る
京
都
点
者
に
よ
る
万
句
興
行

の
凋
落
傾
向
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
時
期
に
京
都
点
者

に
よ
る
万
句
興
行
を
支
え
た
の
は
、
近
江
の
、
そ

れ
も
湖
東

.
湖
北
の
会
所
で
あ

っ
た
。

そ
の
会
所
の

一
つ
に
、
主
に
乾
峰
と
組
ん

で
め
ざ
ま
し
い
活
動
を
し
た
近
江
下
之
郷

の
梅
竹
堂
が
あ
る
。
表
n
は
、
そ
の
梅

竹
堂
扱
い
の
会
所
本
年
表

で
あ
る
。
冒
頭

の

『弥
生
山
』
『
千
代
見
句
作
』

は
雲

峰
撰
、
以
下
*
印
を
付
け
た
も
の
は
蘭
石
撰
、
他
は
す
べ
て
乾
峰

の
撰

に
な
る
。

な
お
、
逸
題

(
〔

〕
で
示
す
)
以
外
の
も
の
は
す
べ
て
そ
の
書
名

に

「俳
譜
」

あ
る
い
は

「
は
い
か
い
」
と
冠
す
る
が
、
表
で
は
省
略
す
る
。
ま
た
、
表
1
と
同

様
、
綿
屋
文
庫
蔵
本
は
書
名
を
ゴ
チ

ッ
ク
で
示
す
。
表
H
の
冒
頭
部
を
表
1
の
末

尾
に
重
ね
て
見
れ
ば
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
は
歴
然
で
あ
ろ
う
。
寛
延
か
ら
宝
暦
初
に

か
け
て
、
多
く
の
会
所
が
寄
句
高
す
ら
記
せ
ぬ
よ
う
な
細
々
と
し
た
興
行
を
か
ろ

う
じ
て
続
け
て
い
る
の
に
対
し
、
梅
竹
堂
は
文
字
通
り
の
万
句
興
行
を
維
持
し
、

宝
暦
中
期
以
降
は
京
都
点
者
の
万
句
興
行
を
ほ
ぼ

一
人
で
支
え
た
観
す
ら
あ
る
。

活
動
期
間
二
十
年
に
及
ぶ
梅
竹
堂
が
残
し
た
会
所
本
は
四
十
八
点
、
中
に
は
寛
延

二
年

『合
鏡
』
の
よ
う
に
、
寄
句
二
万
余

・
勝
句
七
百
と
い
う
、
京
都
雑
俳
興
行

最
盛
期
の
雲
鼓
撰

『わ
か
み
ど
り
」

に
匹
敵
す
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
数
は
、
春

花
堂
板
の
三
十

一
点
、
梅
林
堂
板

の
二
十
点
を
は
る
か
に
凌
い
で
い
る
。
し
か
も

そ
の
会
所
本
の
多
く
に
は
、
彼

の
動
静
を
伝
え
る
奥
書
が
見
え
る
。
そ
れ
は
、
当

時
の
京
都
宗
匠
を
か

つ
い
だ

一
地
方
会
所
の
あ
り
方
を
如
実
に
示
し
て
く
れ
る
資

料
で
も
あ
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
は
な
い
。
以
下
、
会
所
本

の
奥
書
等
を
中
心
に
会
所
梅
竹
堂
の
活
動
の
あ
と
を
辿

っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

先
ず
、
年
表
か
ら
わ
か
る
の
は
、
梅
竹
堂
は
雲
峰
の
晩
年
に
彼
と
関
わ
り
を
持

っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
延
享
五
年
の
雲
峰
撰

『千
代
見
句
作
』
は
梅
竹
堂
扱
い

の
他

の
会
所
本
に
く
ら
べ
、
丁
数
わ
ず
か
六
丁
、
寄
句
数
千
六
百
二
十
五

・
勝
句

百
と
そ
の
数
が
極
端
に
少
な
い
が
、
そ
れ
に
は
巻
末
の

「
御
断
書
」
に
記
す
次
の

よ
う
な
事
情
が
あ

っ
た
。

右
百
番
撰
之
義

ハ
先
達
而
大
慶
堂
玉
屋
藤
兵
衛
殿
諸
国
奉
納
万
句
興
行

二

付
、
名
古
屋
桜
月
丈
…
…
…
都
合
千
六
百
廿
五
吟
之
大
巻
出
来
候
所
右
大
慶
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表
n

梅
竹
堂
会
所
本
年
表

年

代

書

名

丁数

」

コ巳弔二=
ロ

寄

句

高

勝
句

国数

延享

頃

弥
生
山

14

(
延
享
四、

五
年
と
推
測)

不
明

三
五
〇

不
明

延享

5

千
代
見句

作

6

延
享
五
年
六月

中旬

一

六
二
五

一

〇
〇

3

寛延

2

松
の
春
か
ぜ

10

巳
正月

下
旬

不
記

二
一

五

不
記

合
鏡

26

寛
延
二
年
五
月上

旬

二

〇

=一
=

七
一

〇

25

芳
野草

20

寛
延
二
年
十
二
月上

旬

一

五
〇
二
一

五
〇
五

28

3

佐
久良

寄
理

14

午
四月

上
旬

一

二

五
九
三

三
五
〇

23

4

草
の
錦

17

寛
延
四
年
七月

中旬

=
二
七
八
二

四
〇
八

24

(
宝

暦
1)

春
の
湊

14

宝
暦
元
年
十
一

月

一

二
二
三

九

三
五
二

26

2

田
み
の
＼

嶋

13

申
三
月上

旬

=

〇
七
二

三
二
〇

26

神楽

歌

13

申
六月

下旬

九
九
九
八

三
一

〇

22

〔
書
名
不
詳〕

A

18

(
宝
暦
二
年
前
後
と
推
測)

不
明

三
七
八

不明

い
さ

り
ぶ
ね

13

宝
暦
二
年
十
一

月

一

一

八
一

九

三
二
〇

26

3

和
寄夷

18

酉
三
月
下旬

一

三
六

=

三
六
〇

28

〔
書
名
不
詳〕

B

13

(
宝
暦
三
年
前
後
と
推
測)

不
明

三
三
四

不明

〔
書
名
不
詳〕

C

14

(

同

右

)

不
明

三
七
〇

不明

4

春
瀕
江

14

戌
二
月上

旬

一

二
三

五
〇

三
六
九

23

小
北山

15

戌
十
一

月廿

日

=
二

四
三
三

四
一

二

22

5

〔
雲
鼓
三
十
回
忌
集〕

22

宝
暦
五
年
四月

上
旬

一

六
四
九
二

五
三
四

28

国花

秀

16

亥
八
月
下旬

一

二
一

六
八

四

=
二

26

〔
書
名
不
詳〕

D

15

(
宝
暦
五
年
前
後
と
推
測)

不
明

四
一

〇

不明

7

梅鴬

暦

13

丑
三
月

一

〇
六
八
九

三
三
〇

23

月
の
秋

13

丑
八
月

一

〇
一

九
九

三
三
〇

23

*

海
の

音

11

丑
八
月

八
六
七
四

二
五
〇

21

菖蒲

酒

13

丑
十
一

月

一

〇
五
九
八

三
三
〇

22

8

内外

洛

12

寅
四月

一

〇
一

六
七

三
四
〇

23

岡
見
松

14

寅
十
二
月

一

〇
九
一

六

三
六
二

31

9

朧月

夜

14

卯
三
月
下旬

一

〇
四
〇
八

三
五
〇

25

*
五

常鏡

10

卯
四月

下旬

不
記

二
五
〇

不
記

飛
葉
の
う
み

16

卯
十月

中旬

一
一

〇
〇
七

三
八
〇

24

*

山
か
づ
ら

10

宝
暦
九
年十

二
月

不
記

二
四
〇

不記

10

長生

殿

18

宝
暦十

年
二
月上

旬

=
二
七
八
二

四
八
〇

22

萬春

楽

15

辰十

月上

旬

一
一

=
二

〇

三
七
〇

28

年

代

書

名

丁
数

哩」

コ]』u二一面

寄

句

高

勝句

国
数

宝
暦
12

髭
美
人

17

宝
暦
十
二
年
三
月

一

四
〇
八
七

五
〇
〇

26

彩
色
画

14

宝
暦
十
二
年
六
月
中
旬

=

○
〇
三

四
一

二

26

*

花
ご
ろ
も

11

宝
暦
十
二
年
八
月

一

〇〇

=

三
一

五

25

13

*

法
の
舩

11

未
九
月
上
旬

不
記

二
九
六

不
記

14

*

梅
雨
水

9

宝
暦
十
四
年
二
月
上
旬

不
記

二
五
〇

不
記

豊
の
調

13

宝
暦
十
四
年
四
月
上
旬

一

〇五

三
四

三
七
二

23

*

秋
津
嶋

9

宝
暦
十
四
年
六
月
上
旬

不
記

二
五
〇

不
記

(
明
和
1
)

峰
の
幸

13

明
和
元
年
十
月

=

二
三
九

三
七
三

22

*

時
津
風

9

明
和
元
年
十
二
月

不
記

二
三
五

不
記

2

久
良
婦
矢
満

16

明
和
二
年
二
月

不
明

不明

不
明

古
卿
錦

16

明
和
二
年
四
月
下
旬

一

二
八
九
一

四
六
〇

24

遠
山
色

12

明
和
二
年
九
月

一

〇
一

四
一

三
五
〇

21

3

万
里
湊

13

明
和
三
年
五
月
下
旬

=
一

四
二

三
八
〇

22

翫
詩
宴

17

明
和
三
年
十
月
上
旬

一

四六

八
六

五
〇
〇

25

5

国
の
柱

14

明
和
五
年
八
月
上
旬

一

二
〇七

七

四
〇
〇

23

年
代
不
明

神
の
珍

12

+
α

不
明

一

四〇

八

七

五
〇
〇

26
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堂
破
会

二
付
、
桜
月
丈
御
連
中
殊
外
御
残
念

二
被
思
召
、
此
度
私
を
御
頼

二

付
承
知
仕
、
上
京
之
瑚
此
様
子
年
々
翁

へ
申
上
、
則

一
巻

二
而
百
番
撰
出
来

候
…
…
…

近
江
下
之
郷

梅
竹
堂

吉
野
屋
源
蔵

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
慶
堂
が
万
句
興
行
を
企
画
し
、
名
古
屋
の
桜
月
も
そ
れ
に

寄
せ
る
べ
く
千
六
百
二
十
五
吟
の
大
巻
を
調
え
た
が
、
当
の
大
慶
堂
が

「破
会
」

(会
所
を
廃
業
し
た
こ
と
を
言
う
か
)
し

て
し
ま

っ
た
。
残
念

に
思

っ
た
桜
月
が

梅
竹
堂
を
頼

っ
て
来
た
の
で
、
彼
は
上
京
し
た
折
に
雲
峰
に
相
談
を
持
ち
か
け
、

そ
の
結
果
雲
峰
撰
に
よ
る
勝
句
百
番
を
上
梓
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
だ
と
言
う
。

同
書
表
紙
見
返
し
に

コ

万
句
集
之
内
/
千
六
百
廿
五
句
巻

尾
名
古
屋
/
桜
月

一
巻
撰
百
吟
」
と
あ
る
の
は
そ
の
意
味
で
あ
る
。
当
初
大
慶
堂
企
画
の
万
句
も
、

お
そ
ら
く
点
者
と
し
て
は
雲
峰
が
据
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の

『千
代

見
句
作
』
が
出
た
翌
月
の
七
月
、
延
享
は
寛
延
と
改
元
、
そ
し
て
師
走
十
八
日
に

は
雲
峰
が
没
す
る
こ
と
に
な
る
。
大
慶
堂
は
寛
保

・
延
享
年
間
に
雲
峰
の
会
所
本

を
扱

っ
て
い
る
が
、
そ
の
下
限
の
確
実
な
も
の
は
延
享
二
年
の

『森
の
古
寄
解
』

で
あ
る
。
「破
会
」
し
た
の
は
前
引
の
奥
書
か
ら
見
る
と
、
『千
代
見
句
作
』
出
版

の
延
享
五
年
六
月
を
さ
ほ
ど
遡
ら
ぬ
か
の
如
く
で
あ
る
。

一
方
、
梅
竹
堂
に
は
雲

峰
撰
の

『弥
生
山
』
が
あ
る
。

こ
の
会
所
本
は
後
表
紙
を
欠
い
て
い
る
た
め
刊
年

不
明
な
が
ら
、
こ
れ
が
大
慶
堂
扱
い
の
も
の
よ
り
遡
る
と
は
ど
う
も
考
え
に
く
い
。

ま
た
、
梅
竹
堂
は
雲
峰
撰

の

一
枚
刷
を
二
点
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の

一
つ

に
卯
正
月
と
あ
り
、

こ
れ
は
今
述

べ
た
事
情
か
ら
す
る
と
延
享
四
年
と
見
る
の
が

妥
当
と
思
わ
れ
る
。
従

っ
て
、
梅
竹
堂
が
雲
峰
と
関
わ
り
を
持

っ
た
の
は
延
享
四
、

五
年
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
刊
年
不
明
の

『弥
生
山
』
も
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
こ

ろ
の
も
の
。
雲
峰
没
後
、
梅
竹
堂
は
す
ぐ
さ
ま
乾
峰
と
組
ん
で
精
力
的
な
活
動
を

は
じ
め
、
宝
暦
中
頃
か
ら
は
更
に
手
を
拡
げ
て
中
村
蘭
石
の
会
所
本
も
扱
う
よ
う

に
な
る
。
『新
撰
俳
譜
年
表
』
に
よ
れ
ば
乾
峰
に
は
三
代
あ
り
。

一
世
は
雲
峰

の

男
で
貞
五
堂
と
称
し
、
雲
峰
よ
り
早
く
延
享
三
年
に
三
十
四
才
で
没
し
て
い
る
。

二
世
が
梅
竹
堂
と
組
ん
だ
そ
の
人
で
、

一
世
の
甥
、
雲
峰
の
外
孫
、
明
和
七
年
没
、

号
貞
六
堂
。
『国
の
柱
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
住
居
は
松
原
通
烏
丸
西

へ
入
。

三
世

は
二
世
の
男
で
貞
七
堂
と
号
す
。
い
ず
れ
も
居
初
氏
を
名
乗

っ
て
い
る
。
寛
延
二

年

『松
の
春
か
ぜ
』
序
文
に
よ
れ
ば
、
二
世
乾
峰
が
雲
峰
の
跡
を
襲

っ
た
の
は
そ

の
遺
言
で
あ

っ
た
ら
し
く
、
『松

の
春
か
ぜ
』
『
合
鏡
』
『芳
野
草
』

で
は
彼

は
雲

峰
斎
乾
峰
と
名
乗

っ
て
い
る
。
な
お
、

二
世
乾
峰
没
後
、
明
和
九
年

の
会
所
本

『
三
の
教
』

で
点
者
百
秀
が
貞
六
堂
と
号
し
て
い
る
が
、
乾
峰
と
の
関
係
は
未
詳
。

さ
て

『松
の
春
か
ぜ
』
序
文
に
乾
峰
が

「
翁
此
三
と
せ
あ
ま
り
老
衰
日
々
に
増
り

し
故
、
僕

つ
た
な
き
筆
な
が
ら
過
半
手
伝
て
万
句
等
も
成
就
し
来
り
ぬ
」
と
記
す

の
に
よ
れ
ば
、
雲
峰
晩
年
の
万
句
興
行
に
は
乾
峰

の
関
わ
る
と
こ
ろ
大
で
あ

っ
た
。

後
述
す
る
よ
う
に

『
千
代
見
句
作
』

に
も
乾
峰

の
手
伝
い
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

従

っ
て
、
梅
竹
堂
と
乾
峰
は
雲
峰
が
没
す
る
以
前
か
ら
面
識
が
あ

っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
雲
峰
没
後
、
梅
竹
堂
が
乾
峰
と
組
ん
だ
の
は
必
然
で
あ

っ
た
。

さ
て
、
現
存
す
る
五
〇
点
近
い
会
所
本
か
ら
、
梅
竹
堂
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
梅
竹
堂
は
江
州
下
之
郷
の
住
、
宿
谷
源
蔵
と
名
乗
り
、
屋

号
は
吉
野
屋
、
俳
号
を
峰
川
と
称
し
た
。
峰
川
の
号
は
既
に

『弥
生
山
』
に
見
え

る
の
で
、
雲
峰
の

一
字
を
譲
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
会
所
本
に
見
え
る
肩
書
は

「清
書
所
」
「清
書
元
」
「
会
林
」
と
様
々
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
所
は
同
じ
。
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た
だ
し
、
宝
暦
四
年

『春
溢
江
』
に
は

「俳
譜
書
林
」
と
、
同
十
四
年

『秋
津
嶋
」

に
は

「書
林
」
と
あ
る
が
、
後
で
触
れ

る
よ
う
に
梅
竹
堂
が
版
元
を
兼
ね
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
近
江
下
之
郷
と
は
ど
こ
か
。
平
凡
社

『
日
本
歴
史

地
名
大
系
」
に
よ
れ
ば
、
下
之
郷
と
い
う
在
は
現
守
山
市
、
犬
上
郡
甲
良
町
、
長

浜
市

の
三
箇
所
に
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
守
山
市
で
あ
る
可
能
性
は
少
な
い
。
残
る

二
箇
所

の
う
ち
い
ず
れ
と
断
言
出
来
る
資
料
は
な
い
が
、
先
述
し
た
藤
松
軒
、
春

台
堂

の
存
在
と
考
え
併
せ
て
、
と
り
あ
え
ず
現
長
浜
市
下
之
郷
町
と
推
測
し
て
お

き
た
い
。
ち
な
み
に
、
長
浜
に
は
既
に
享
保
十

一
年
に
は
里
泉
と
い
う
点
者
も
出

て
、
『腎
枕
』
『民
の
秋
』
(会
所
は
い
ず
れ
も
江
州
流
応
堂
)
と
い
う
会
所
本
を

残
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
彼
は
、
『千
代
見
句
作
』
の
断
書
に

「上
京
之
瑚
云
々
」
と
い

う
よ
う
に
、
会
所
の
仕
事
を
こ
な
す
た
め

に
上
京
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
梅
竹
堂
が
そ
の
会
所
本
に

「
江
州
下
之
郷
」
と
所
書
き
す
る
の
は
、

初
期
の

『千
代
見
句
作
』
『松
の
春
か
ぜ
』
『合
鏡
』
『芳
野
草
」
の
四
点
の
み
で
、

そ
れ
以
後
下
之
郷
の
所
書
き
は
見
え
な

い
。
し
か
し
、
「毎
度
申
上
候
通
下
拙
儀

マ

と

ハ
旅
宿

二
而
興

(興
行
の
誤
り
か
)
仕

候
間
、
御
延
引
之
輩

ハ
待
合
不
申
候
」

(寛
延
四
年

『草

の
錦
』
)
「
い

つ
と
て
も
申
上
候
通
私
義

ハ
旅
宿

二
而
相
勤
申
候

故
、
御
延
引
被
下
候
巻
問
合
不
申
候
」
(
寛
延
二
年

『神
楽
歌
』
)

「毎
度
申
上
候

通
拙
者
義

ハ
京
都
旅
宿

二
而
相
勤
申
候
間
…
…
…
私
申
上
候
日
限

二
御
出
巻
可
被

下
候
」
(宝
暦
七
年

『菖
蒲
酒
」
)
と
あ
る

の
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
七
年
ま
で
は
下
之

郷
に
居
て
上
京
し
、
「京
都
旅
宿

二
而
」
会
所
の
仕
事
を
捌

い
て
い
た
こ
と
は
確

か
な
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
も
彼
が
下
之
郷
に
留
ま

っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も

京
都
に
居
を
移
し
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
が
、

一
方
に
次
の
よ
う
な
事
実

が
あ
る
。
宝
暦
四
年
の

『
み
や
こ
草
』
(
一
池
撰
、
会
所
養
老
軒
)

に
は
下
之
郷

の
柳
枝
軒
が
取
次
い
だ
勝
句
が
四
句
収
録
さ
れ
、
う
ち

一
句
は
九
番
勝
を
取

っ
て

い
る
。
後
に
詳
述
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
か
よ
う
な
会
所
本
で
は
巻
頭
よ
り
十
番

勝
ま
で
の
句
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
取
扱

っ
た
取
次
を
巻
末
に
実
名
を
あ
げ
て
顕

彰
す
る
の
が
例
と
な

っ
て
い
る
。
『
み
や
こ
草
』
に
は
、

こ
の
九
番
勝

の
取
次
を

「
江
州
下
郷

吉
野
や
源
蔵
様
」
と
記
す
。
こ
の
事
実
は
、
梅
竹
堂

こ
と
吉
野
屋

源
蔵
が
国
元
の
下
之
郷
に
あ

っ
て
は
柳
枝
軒
の
名
で
取
次
を
し
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
梅
竹
堂
扱
い
の
会
所
本
に
見
え
る
下
之
郷
の
取
次
及
び
作

者
を
調
べ
て
み
る
と
、
花
房

・
梅
鴬
軒

・
丁
子
軒

・
銀
猫

・
入
水

・
梅
枝
軒
ら
に

混
じ

っ
て
柳
枝
軒
が
頻
出
す
る
。
柳
枝
軒
の
初
出
は
宝
暦
元
年
の

『春

の
湊
」
、

次
は
四
年
の

『春
濃
江
』
ま
で
飛
ぶ
が
、
そ
の
後
は

『
海
の
音
』
『岡
見
松
』
『峰

の
幸
』
『久
良
婦
矢
満
』
を
除
く
す

べ
て
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
柳
枝
軒
が
下
之

郷
に
お
け
る
梅
竹
堂
の
取
次
名
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
は
宝
暦
七
年
以
降
も
国
元

か
ら
動
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
梅
竹
堂
に
吉
野
屋
と
い
う
屋
号
が
あ

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
彼
は
何
ら
か
の
家
業
を
営
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
彼

は
そ
の
家
業
の
あ
い
ま
か
あ
る
い
は

つ
い
で
に
締
切
に
あ
わ
せ
て
上
京
し
、
京
都

の
旅
宿
で
万
句
興
行
の
寄
句
を
整
理
し
清
書
し
て
点
者

に
撰
を
乞
い
、
更
に
そ
れ

を
出
版
に
回
し
、
会
所
本
を
配
送
す
る
段
取
り
を
調
え
る
と
い
う
会
所
の
仕
事
を

こ
な
し
、
ま
た
国
元

へ
戻
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
梅

竹
堂
は
年
に
何
回
ほ
ど
会
所
本
を
出
し
て
い
た
の
か
。
現
存
す
る
も
の
で
は
宝
暦

十
四

(明
和
元
)
年
の
五
点
が
最
多
、
宝
暦
七

・
九
年
の
四
点
が
そ
れ
に
次
ぐ
が
、
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右
の
よ
う
な
会
所
の
あ
り
方
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
あ
た
り
が
限
度
だ

っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「来
年

ハ
四
季

二
四
会
相
勤
申
候
」
(『岡
見
松
』
極
月
奥
)

「去
年
中

二
蘭
石
点
弐
会
な
ら
で
ハ
出
来

不
仕
候
…
…
…
此
巳
後
当
年
中
四
季

二

四
会
急
度
相
勤
度
候
」
(『梅
雨
水
』
二
月
上
旬
奥
)
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
を
裏
付

け
る
と
共
に
、
「
四
季

二
四
会
」
す
ら
困
難
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
そ

の
他
、
「十
月
廿
日
迄

二
御
登
セ
可
被
下
候
…
…
…
霜
月
中
旬
急
度
返
句
仕
候
」

(『国
花
秀
』
八
月
下
旬
奥
)
「当
大
万
句
撰
冬
中
に
仕
度

…
…
…
御
玉
吟
霜
月
下

旬
ま
で
に
」
(『
万
春
楽
』
十

一
月
上
旬
奥
)
な
ど
の
例
も
、
ほ
ぼ
三
月
に

一
度
を

め
や
す
に
し
て
い
た
こ
と
を
傍
証
し
て
い
る
。
会
所
の
中
に
は
梅
林
堂
の
よ
う
に

「後
会
よ
り
改
め
早
会
仕
、
毎
月

一
会
づ

＼
相
勤
申
候
」
(
享
保
十
三
年
雲
堂
撰

『
雪
の
梅
』
)
と
、
万
句
興
行
を
月
並
で
企
画
す
る
も
の
さ
え
あ
る
が
、
地
方
会
所

の
梅
竹
堂
に
そ
れ
は
望
む
べ
く
も
な
い
。
さ
て
、
「
四
季

二
四
会
」

の
興
行
す
ら

ま
ま
な
ら
な
か

っ
た
の
は
、
梅
竹
堂
が
地
方
会
所
だ

っ
た
と
い
う
事
情
に
も
よ
る

が
、
加
え
て
諸
国
か
ら
の
寄
句
が
締
切
に
遅
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
此
度
、
芸
州

広
嶋

一
文
字

・
三
折
堂

・
越
中
富
山
今
石
動
植
生

・
尾
州
名
古
屋

・
彦
根
嵐
松
軒
、

右
之
通
未
参
り
不
申
」
(和
寄
夷
)
な
ど
は
、
そ
の
甚
し
い
例
。

そ
の
結
果

「御

巻
上
リ
御
延
引
故
延
会
」
(芳
野
草
)
す
る
こ
と
し
ば
し
ば
で
、

必
然
的

に

「後

会
正
月
廿
日
切
万
句
…
…
…
二
月
廿
日
迄

二
」
(松
の
春
か
ぜ
)
「
後
会
六
月
切
十

月
廿
日
迄

二
」
(国
花
秀
)
「正
月
廿
日
切
之
御
附
句
三
月
五
日
迄

二
」
(豊
の
調
)

と
後
会
を
先
送
り
す
る
こ
と
に
も
な

っ
て
し
ま
う
。
な
お
、
諸
国
か
ら
の
寄
句
は

何
処

へ
届
け
ら
れ
た
か
と
い
う
疑
問
が
あ

る
が
、
『国

の
柱
』

に

「
先
年
之
通
リ

松
原
通
烏
丸
西

へ
入
ル
居
初
乾
峰
丈
迄
諸
事
御
上
セ
可
被
下
」
と
言
う
の
に
よ
れ

ば
、
届
け
先
は
下
之
郷
や
梅
竹
堂
の
京
都
旅
宿
で
は
な
く
、
点
者
宅
で
あ

っ
た
ら

し
い
。
も
ち
ろ
ん
か
よ
う
な

「延
会
」
現
象
は
梅
竹
堂
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
享
保
九
年
と
推
定
さ
れ
る
梅
枝
堂
扱
い
雲
堂
撰
の

『
鶏
合
』

(
三
月

奥
)
二
百
八
十
番
勝
句
に
は

「卯
十
月
廿
五
日
切
雲
堂
点
辰
三
月
下
涜
返
句
、
こ

り
ゃ
又
あ
ん
ま
り
じ
ゃ
の
」
と
あ
り
、
こ
の
興
行
の
場
合
締
切
か
ら
会
所
本
出
版

ま
で
半
年
余
を
要
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
が
、
国
許
か
ら
京
都
ま
で
出
向
い

て
諸
事
捌
か
ね
ば
な
ら
ぬ
梅
竹
堂

の
場
合
、
寄
句
の
遅
延
は
お
そ
ら
く
最
も
頭
の

痛
い
問
題
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
寛
延
三
年
五
月
刊
雲
鈴
撰

『鵬
の
初
音
』
に

同
じ
湖
北
の
会
所
藤
松
軒
は

「御
詠
草
御
延
引
之
御
国
御
座
候
而
、
三
月
七
日
よ

り
四
月
廿
九
日
迄
撰
句

一
日
く

と
、
二
月
廿
二
日
よ
り
上
京
仕
、
見
合
待
合
候
。

今
月
十
日
宗
匠
病
中
な
が
ら
…
…
…
撰
相
済
候
。
…
…
後
会
万
句
六
月
晦
日
迄

二

御
出
シ
、
此
日
限
よ
り
十
五
日
も
遅
リ
候

ヘ
バ
千
句
之
御
巻

二
而
も
返
進
仕
候
」

と
記
す
。
藤
松
軒
は
寄
句
を
整
理
す
る
た
め
に
二
月
廿
二
日
に
上
京
し
た
が
、
ま

だ
届
い
て
い
な
い
分
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
三
月
七
日
か
ら
四
月
廿
九
日
ま
で

「延

引
」
の
分
を
待

つ
は
め
に
な
り
撰
句
も
見
合
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
延
引

の
分

が
結
果
的
に
届
い
た
か
ど
う
か
、
こ
の
文
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
。
が
、
病
中

の
雲

鈴
を
扶
け
て
撰
句
が
完
了
し
た
の
は
五
月
十
日
の
こ
と
で
あ
る
と
言
う
。
ち
な
み

に
、
か
よ
う
な
断
わ
り
書
は
会
所
本
の
奥
に
記
す
の
が
通
例
、
し
か
る
に
こ
の
本

で
は
前
表
紙
は
ぼ
全
面
に
こ
れ
を
掲
げ
外
題
は
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
。
後

会
か
ら
は
千
句
の
大
巻
で
も
遅
延
し
た
場
合
は
撰
を
せ
ず

「
返
進
」
す
る
と
い
う

文
と
共
に
、
藤
松
軒
の
い
ら
だ
ち
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
と
は
言
え
、
常
連
化
し

た
取
次
の
寄
句
は
た
と
え
数
十
句
で
あ
れ
、
無
視
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
所
に
か
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よ
う
な
興
行
の
難
し
さ
が
あ
る
。

こ
の

『鵬

の
初
音
』
は
寄
句
数
を
記
さ
な
い
が
、

勝
句
二
百
と
い
う
数
か
ら
見
る
と
、
お
そ
ら
く
五
千
前
後
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う

な
興
行
で

「千
句
之
御
巻
」
を
無
視
す
る
こ
と
な
ど
、
と
う
て
い
不
可
能
な
の
で

あ
る
。
結
果
、
藤
松
軒
は
二
箇
月
近
く
な
す
術
も
な
く
京
に
滞
在
す
る
破
目
に
陥

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
『鴫
の
初
音
」
の
藤
松
軒
の
場
合
は
あ
る
い
は
極
端
な
例

で

あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
が
、
梅
竹
堂

も
基
本
的
に
は
藤
松
軒
と
同
じ
条
件
下

に
置
か
れ
て
い
た
。
「諸
国
殊
外
御
延
引

二
成
リ
気
毒
」
(月

の
秋
)

「諸
国
御
延

引
故
延
会

二
及
、
扱
く
難
義
千
万
」
(海

の
音
)
と
い
う
歎
き
も

い
か
に
も
と
思

わ
れ
る
。
加
え
て
梅
竹
堂
は
、
宝
暦
七
年

か
ら
蘭
石
点
の
興
行
も
取
り
持

つ
よ
う

に
な
る
。
そ
の
時
期
は

『合
鏡
』
以
来

お
お
む
ね

一
万

一
千
以
上
を
保

っ
て
来
た

寄
句
数
が
、
そ
の
線
を
割
る
よ
う
に
な

っ
た
時
期
に

一
致
す
る
。
梅
竹
堂
の
内
証

が
家
業
と
会
所
の
収
入
と
ど
の
よ
う
な
割
合
で
成
り
立

っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
寄
句
八
千
百
五
十
句
を
集
め
た
享
保
十
七
年
の
雲
鈴
撰

『菜
の
花
』
で
、

会
所
藤
井
軒
が

「此
度
之
万
句
殊
之
外
不
寄
に
付
、
大
分
損
参
候
間
、
点
科
不
残

　
マ
こ

早
束
御
上
し
可
被
下
候
」
と
言

っ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、

一
万
を
割
る
と
採
算

が
と
れ
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
梅
竹
堂
の
仕
事
量

は
宝
暦
七
年
以
降
増
え
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
所
労
の
せ
い
ば

か
り
で
は
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
宝
暦
十

四
年

『梅
雨
水
』
に
は

「去
秋
拙
者
大

病

二
而
長

く
相
煩
候

二
付
、
延
会

二
相
成
申
候
」
と
見
え
る
。

こ
れ
を
裏
付
け
る

か
の
よ
う
に
前
年
の
会
所
本
は

一
点
の
み
。
彼
は
そ
の
挽
回
を
期
す
る
か
の
如
く

「此
巳
後
当
年
中
四
季

二
四
会
急
度
相
勤
度
」
と
意
気
ご
み
を
見
せ
、

こ
の
年

の

会
所
本
は
五
点
に
及
ん
だ
。
が
、
結
局

そ
の
無
理
が
た
た

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、

同
年
十
月
に
は
再
び

「私
病
気

二
而
延
引
相
成
候
。
余
リ
延
引

二
相
成
候
故
、
伜

新
助

二
手
伝
わ
せ
候
而
返
句
差
上
申
候
」
(峰
の
幸
)
と
い
う
仕
儀
と
な

っ
て
し

ま
う
。
な
お
、

こ
れ
に
関
連
し
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
梅
竹
堂
が
大

病
を
煩

っ
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
の
出
版
で
あ
る

『法
の
船
』
を

「梅
枝
軒
」
と
い

う
号
で
出
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

『梅
雨
水
』
以
下
の
会
所
本
を

「梅
筑
堂
」

と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
は

「げ
ん
」
を
か

つ
い
で
の
改
称
で

あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
(ち
な
み
に
明
和
二
年

の
項

に
収
め
た

『久
良
婦
矢

満
』
は
後
表
紙
を
欠
き
、
後
補
の

一
丁
に
原
蔵
者
の

「明
和
二
年
酉
二
月
」
の
書

き
入
れ
が
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
そ
れ
に
拠

っ
た
が
、
見
返
し
に

「梅
竹
堂
」
と
あ

る
の
で
宝
暦
十
三
年
以
前
の
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。)
が
、

そ
の
甲
斐
も
な
く
、

明
和
二
年
四
月
の

『古
卿
錦
』
に
は

「新
介
事
改
宿
谷
源
蔵
」
名
で

「
諸
国
御
連

中
様
」

に
宛
た

「源
蔵
永
く
病
気

二
付
色
々
と
仕
候
得
共
、
療
用
不
相
叶
死
去
致

候
…
…
…
年
来
御
名
染
之
源
蔵
事

二
候
間
、
名
跡
相
続
之
私
義
不
調
法
者

二
候
得

共
、
不
相
替
御
贔
屓
成
被
下
、
末
長
ク
会
林
相
続
仕
候
様
奉
頼
上
候
」
と
い
う
断

わ
り
書
と
、
乾
峰
の

「峰
川
死
去
之
瑚
名
跡
相
続
之
義
頼
置
候
間
、
任
遺
言
埣
新

介
為
致
改
名
、
右
御
断
書
之
通

二
御
座
候
…
…
…
末
永
ク
万
句
興
行
致
候
様
奉
願

上
候
」
と
い
う
添
書
が
載
る
こ
と
に
な
る
。
初
代
梅
竹
堂
が
い
つ
没
し
た
か
詳
細

は
わ
か
ら
ぬ
が
、
前
年
の

『時
津
風
』
出
版
の
十
二
月
以
降
こ
の
年
の
四
月
ま
で

の
間
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
初
代
宿
谷
源
蔵
死
去

の
後
、
梅

筑
堂
の
名
跡
は
怖
新
介
に
相
続
さ
れ
、
彼
は
そ
の
後
四
点
の
会
所
本
を
残
す
こ
と

に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
代
目
は
京
都
に
居
を
構
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
ふ

し
が
あ
る
。
梅
筑
堂
会
所
本
の
最
後
の
も
の
と
な

っ
た
明
和
五
年

『
国
の
柱
」

に
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「当
夏
私
、
伯
父
病
気

二
付
、
暫
国
元

へ
罷
越
居
申
候
故
、
当
会
返
句
延
引

二
罷

成
候
…
…
…
猶
又
私
勝
手

二
付
近
く
宅
替
仕
候
間
、
暫
し
間
先
年
之
通
リ
松
原
通

烏
丸
西

へ
入
ル
居
初
乾
峰
丈
迄
諸
事
御
上

セ
可
被
下
奉
頼
上
候
」
と
あ
る
の
が
そ

れ
。
「暫
国
元
へ
罷
越
」
と
い
う
の
は
、
生
活
の
本
拠
を
国
元
に
置
い
て
い
る
者

の
言
で
は
な
い
。
こ
れ
は
彼
が
京
都
に
常
駐
し
て
い
た
と
考
え
て
こ
そ
す
ん
な
り

と
理
解
で
き
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。
後
半
部

に

「近
く
宅
替
」
と
言
う
の
も
、
京
の

町
中
で
の
移
動
と
見
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。
そ
の
宅
替
が
完
了
し
住
居
が
定
ま
る

ま
で

「暫
し
間
」
寄
句
が
迷
子
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
「先
年
之
通
」
乾
峰
宅

へ
届
け

よ
と
い
う
指
示
で
あ
る
。
こ
れ
と
関
連
し
、
注
目
す

べ
き
は
明
和
三
年

『翫
詩
宴
』

の

「毎
度
も
申
上
候
通
、
私
義
無
他
事
是
の
ミ
ニ
打
掛
リ
居
申
候
間
、
会
数
相
勤

申
度
候
」
と
い
う
奥
書
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
京
に
常
駐
し
乾
峰
の
万
句
興
行

の
取
り
持
ち
に
専
念
し
よ
う
と
し
て
い
た
二
代
目
梅
筑
堂
の
姿
が
浮
か
び
あ
が

っ

て
く
る
。
し
か
し
、
彼
の

「末
永
ク
会
林
相
続
仕
候
様
」
と
い
う
願
い
も
空
し
く
、

時
代
は
終
焉
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
宝
暦

・
明
和

に
な
る
と
雑
俳
興
行
は
地
方
に
根
を
お
ろ
し
地
方
点
者

・
会
所
の
活
動
が
活
発
に

な
る
に
伴
な

っ
て
、
京
都
点
者
の
興
行
は
急
速
に
下
火
に
な

っ
て
行
く
。
そ
の
よ

う
な
折

に
、
地
方
か
ら
京

へ
出
て

「会
林
相
続
」
を
願

っ
た
二
代
目
梅
筑
堂
の
動

き
は
、
時
代
と
逆
行
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。
延
享
以
降
主
に
乾
峰
と
組

ん
で
約
二
〇
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
京
都
点
者
の
万
句
興
行
を
支
え
て
来
た
近
江

下
之
郷
の
会
所
梅
竹
堂
で
あ

っ
た
が
、
時
代
は
二
代
目

一
人
の
力
で
は
ど
う
す
る

こ
と
も
出
来
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
た
。
そ
し
て
、
明
和
七
年
の
乾
峰
の
没
に

よ
り
、
京
都
の
万
句
興
行
は
実
質
的
に
終
止
符
を
打

つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

一一

梅
竹
堂
会
所
本
の
入
木
撰

四
十
八
点
に
及
ぶ
梅
竹
堂
の
会
所
本
は
、
京
都
宗
匠
の
万
句
興
行
を
取
り
持

っ

た

一
地
方
会
所

の
あ
り
方
を
如
実
に
示
す
資
料
で
あ

っ
た
。
が
、
梅
竹
堂
の
会
所

本
が
投
げ
か
け
る
問
題
は
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
梅
竹
堂
の
会
所
本
を
彼
此

対
照
し
て
見
る
と
、
そ
の
多
く
に
入
木
に
よ
る
勝
句
差
し
替
え
の
事
実
が
認
め
ら

れ
る
。
享
保
期

の
京
都
会
所
本
に
か
よ
う
な
入
木
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既

に
鈴
木
勝
忠
氏

に

一
連
の
御
指
摘
が
あ
る
。
氏
は
、
早
く
昭
和
三
十
九
年
発
行
の

未
刊
雑
俳
資
料
二
十
七
期
3
収
録
の
知
石
撰
会
所
本

『著
萩
』
の
解
題
で

本
書

に
は
、
初
摺
本
と
、
そ
の
中
の
金
沢
や
遠
州
の
句
を
削
り
阿
波
徳
嶋
の

句
を
埋
め
た
再
刷
本

の
二

つ
が
あ
り
、
同
様
の
こ
と
が

「わ
た
や
」
の
会
所

本
に
も
見
ら
れ
る
。
地
方
を
考
慮
し
た
勝
句
撰
択
の
配
慮
が
う
か
が
わ
れ
て
、

当
時
の
実
態
と
し
て
面
白

い
。

と
説
か
れ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て

『連
歌
俳
譜
研
究
』
七
十

一
号
収
録
の

「享
保
京

都
前
句
付
会
所
本
入
木
事
情
」

で
は
、
乾
峰
撰

『神
楽
歌
』
の
梅
竹
堂
の
奥
書
に

注
目
し
、
そ
の

「
入
木
事
情
」
は

「初
版
本

の
板
行
に
間
に
あ
わ
」

な
か

っ
た

「遅
参

の
巻
」
か
ら
の
勝
句
を
収
録
す
る
こ
と
に
あ
る
と
結
論
付
け
て
お
ら
れ
る
。

ま
た
、
『近
世
俳
諸
史
の
基
層
』
に
収
め
ら
れ
た

「享
保
京
都
奉
納
万
句
合

の
実

態
」
で
も
、
隆
志
撰

『
田
植
笠
』

に
は

コ
ニ
河
人

の
句
を
入
れ
か
え
た
別
組
本
が

あ

っ
て
、
撰
句
後
到
着
し
た
巻
の
入
勝
句
を
、
原
本

に
入
木
し
て
再
刷
す
る
習
慣

の
あ

っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
、
『雑
俳
集
成
』
の
解
題
に
も
そ
の
点

に
つ
い
て
触
れ

て
お
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
、
『川
柳
し
な
の
』
六
百
号
収
録
の

「
ま
さ

一66一



48永井:梅 竹堂会所本の入木撰

か
?
江
戸
万
句
合

一
枚
刷
り
に
入
木
」

で
は
、
江
戸
の
苔
翁
評
万
葉
集
会

の

一
枚

刷

(宝
暦
十
三
年
八
月

一
日
分
)
に
同
様
の
事
実
が
あ
る
こ
と
、
更
に

「月
並
発

句
合
や
狂
歌
合
な
ど
の
高
点
集
の
場
A
口
に
も
同
様
の
操
作
が
行
わ
れ
」
た
ら
し
い

こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
か
よ
う
な
資
料
を
数
多
く
見
て
こ
ら
れ
た
氏
な
ら

で
は
の
御
指
摘

で
、
と
り
わ
け
梅
竹
堂

の

『神
楽
歌
』
に
着
目
な
さ

っ
た
の
は
御

卓
見
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
入
木

に
よ

っ
て
勝
句
差
し
替
え

し
た
こ
と
を
会
所
本
で
明
言
し
て
い
る
の
は
梅
竹
堂
の

『神
楽
歌
」
と

『菖
蒲
酒
」

だ
け
で
あ
る
。
後
者
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
達
は
こ
れ
を

「
入
木
撰
」
と
呼
ん
だ
。

そ
し
て
、
現
在
調
査
し
て
い
る
範
囲
で
は
、
そ
の

「
入
木
撰
」
の
事
実
は
梅
竹
堂

の
会
所
本
に
最
も
顕
著
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、

こ
の
考
察
も
鈴
木
氏
の
御

指
摘
の
域
を
さ
ほ
ど
出
る
も
の
で
は
な

い
。
が
、
入
木
撰
の
実
状
は
い
ま
少
し
複

雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
入
木
に
よ
る
勝
句
差
し
替
え
を
す
べ
て
入
木

撰
と
見
て
よ
い
か
と
い
う
問
題
も
出
て
来
る
。

で
は
以
下
、
梅
竹
堂
会
所
本
の
入
木
撰

に
つ
い
て
詳
述
し
て
行
く
が
、
そ
の
前

に
表
H
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
補
足
を
し

て
お
き
た
い
。
か
よ
う
な
会
所
本
は
、
多

く
の
場
合
は
会
所
そ
の
も
の
が
出
版
し
た
の
で
は
な
く
本
屋
に
委
託
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
元
禄
六
年
の

『
あ
る
が
中
』

の
版
元
は
井
筒
屋
庄
兵
衛
で
あ

っ
た
。
ま

た
、
享
保
十
年
の

『
し
ら
き
の
柳
』
は
井
筒
屋
半
右
衛
門
の
出
版
で
あ
り
、
享
保

十
三
年
の

『
雪
の
梅
』
同
十
四
年
の

『
い
も
と
ぎ
く
』
同
十
五
年
の

『花

の
兄
』

『朝
熊
獄
」
『
う
ば
ざ
く
ら
」
『和
合
楽
』

に
は
京
烏
丸
の

「
は
ん
ぎ
や

(
う
ろ
こ

が
た
や
)
源
左
衛
門
」

の
広
号
が
あ
る
。
従

っ
て
、
会
所
本
の
板
木
は
本
屋
が
所

有
し
て
い
た
は
ず
で
、
そ
の
こ
と
が
再
編
物

・
合
冊
再
刊
物

の
出
版
を
容
易
に
し

た
。
梅
竹
堂
の
会
所
本
も
、
後
に
数
冊
ま
と
め
て
合
冊
再
刊
物
と
し
て
出
さ
れ
た

例
が
少
な
く
な
い
。
い
ま
表
H
と
の
関
わ
り
で
そ
の
点
を
押
さ
え
て
お
く
と
、
寛

延
二
年

『合
鏡
」
と
宝
暦
二
年

『神
楽
歌
』
は
綿
屋
文
庫
蔵
の
逸
題
合
冊
再
刊
本

む

(ざ

.
15

.
54
)
に
、
寛
延
三
年

『佐
久
良
寄
理
』
宝
暦
元
年

『
春

の
湊
」
宝
暦

二
年

『た
み
の
＼
嶋
」
は
合
冊
再
刊

『
は
る
の
湊
』
に
、
宝
暦
二
年

『
い
さ
り
ぶ

ね
』
と
宝
暦
三
年

『和
寄
夷
』
は
合
冊
再
刊

『和
寄
ゑ
び
す
』
に
、
ま
た
宝
暦
五

年

『雲
鼓
三
十
回
忌
集
』
『国
花
秀
』
は
合
冊
再
刊

『
名
取
川
』

に
収
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。

こ
れ
ら
合
冊
再
刊
物
に
は
い
ず
れ
に
も
刊
記
が
な
い

が
、
版
元
は
す
べ
て
京

の
橘
枝
堂

で
、
梅
竹
堂
の
会
所
本
を
出
版
し
て
い
た
の
は

お
そ
ら
く
こ
の
本
屋
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
か
よ
う
な
合
冊
再
刊
物
は
編
集
に
際
し
、

も
と
の
会
所
本

の
外
題

・
取
次

(作
者
)
名

・
寄
句
数

・
奥
書
な
ど
を
削
除
す
る

の
を
常
と
し
、
ま
た
合
冊
す
る
会
所
本
の
出
入
も
甚
し
い
。
今
回
の
調
査
で
は
、

『
は
る
の
湊
」
『名
取
川
」
は
綿
屋
文
庫
蔵
本
に
、
『和
寄
ゑ
び
す
」
は
宮
田
博
士

蔵
本

に
拠

っ
た
。
ち
な
み
に
、
表
H
の
宝
暦
二
年
に

〔書
名
不
詳
A
〕
本
と
し
た

の
は
綿
屋
文
庫
の
逸
題
合
冊
本
に
、
宝
暦
三
年
の
B

・
C
本
は
合
冊
再
刊

『
和
寄

ゑ
び
す
」
に
、
宝
暦
五
年
の
D
本
は
合
冊
再
刊

『
名
取
川
』
に
収
録
さ
れ
る
も
の
。

外
題
等
が
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
前
句
題
な
ど
か
ら
乾
峰
点
の
会
所
本
と
判
断
し
、

こ
こ
に
収
あ
た
。

梅
竹
堂
扱
い
の
会
所
本
の
う
ち
、
最
も
わ
か
り
や
す
い
形
で
入
木
撰
の
実
態
を

示
し
て
く
れ
る
の
が
、
宝
暦
二
年
の

『
た
み
の
＼
嶋
』

で
あ
る
。
寓
目
し
た

『
た

み
の
＼
嶋
』
は
二
点
で
、
う
ち

一
つ
は
宮
田
博
士
蔵
本

(以
下
甲
本
と
言
う
)
、

も
う

一
つ
が
家
蔵
本

(以
下
乙
本
と
言
う
)

で
あ
る
。
ま
ず
、
甲
本
に
よ
っ
て
そ
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の
概
略
を
示
そ
う
。
図
版
①
が
表
紙

つ
ま
り

一
丁
の
表
、
②
の
右
半
分
が
そ
の
見

返
し
で
、
発
句

・
切
句

・
折
句

・
冠
付

・
も
じ
り

・
小
倉

・
継
句

二

口

二

字

題
、
そ
れ
に
前
句
題
十
七
を
掲
げ
る
。

こ
れ
に
七
文
字
の
題
を
加
え
た
あ
た
り
が

乾
峰
万
句
興
行
の
標
準
的
な
出
題
形
式

で
あ
る
。
な
お
、
京
都
点
者
の
興
行
で
は

前
句
題
は
十
五
と
す
る
も
の
が
多

い
。
乾
峰
が
十
七
題
と
し
た
の
は
彼
な
り
の
趣

向
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
話
が
そ
れ
る
が
、
後
に
掲
げ
る
図
版
⑧
の

『
佐
久
良

寄
理
』
の
見
返
し
を
御
覧

い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
前
句
題
の
各
頭
字
を

つ
な
ぐ
と

「
び
ん
ぼ
が
み
が
に
げ
て
い
む
だ
ス
ム
ハ
大
」
と
読
め
る
よ
う
に
仕
立
ら
れ
て
お

墨鞭
.鞠」

・

　∵

.
噛ぎ

・礼覧

一
8

』

蹴

り
、
「
右
頭
字
来
ル
午

ノ
年

ノ
大
小
」
と
解
説
ま
で
添
え
て
い
る
。
「
ス
ム

ハ
大
」
と
は
清
音
で
読
む
順
番
の
月
が
大
の
月
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
か

よ
う
な
暦
の
大
小
に
趣
向
を
構
え
る
例
は

『
合
鏡
』
に
も
あ
る
。
そ
の
他
、

「
て
い
と
く
お
う
百
ね
む
き

つ
い
せ
む
ま
ん
句
あ
」
(貞
徳
百
回
忌

『草
の

錦
」)
「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
ち
り
ぬ
る
お
わ
か
よ
た
れ
」

(神
楽
歌
)
と
い

う
の
も
あ
る
が
、
最
も
多
い
の
は
発
句
形
式
の
そ
れ
で
、
こ
の

『田
み
の
＼

嶋
』
の
頭
字
は

「
は

つ
あ
き

へ
の
こ
る
は
し
み
と
あ

つ
さ
か
な
」
と
並
べ

ら
れ
て
い
る
。
か
よ
う
に
前
句
題
の
頭
字
に
何
ら
か
の
意
味
あ
い
を
持
た

せ
る
趣
向
は
乾
峰
に
始
ま

っ
た
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば

「
い
ろ
は
」

形
式
は
享
保
十
五
年
の
知
石
撰

『冬
牡
丹
』
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
。

ま
た

「
大
小
」
形
式
は
雲
峰
撰

『神
風
』
『森
の
古
寄
解
』

に
も
先
躍
が

ア
セ

あ
る
。
た
だ
し
発
句
形
式
は
雲
峰
の

『義
多
地
屋
満
」
の

「
ま
だ
汗
の
し

ぐ
る
＼
さ
ば
の
も
み
ち
か
な

(右
頭
字
中
元
之
吟
)」

の

一
例

に
留
ま
る
。

お
そ
ら
く
乾
峰
は
頭
字
の
趣
向
を
雲
峰
の
そ
れ
に
倣

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
会
所
本
の
殆
ど
全

て
に
こ
れ
を
適
用
し
た
の
は
乾
峰
以
外
に
は
い
な
い
。
前

句
題
を
十
七
と
し
た
の
は
頭
字
の
発
句
形
式
に
こ
だ
わ
っ
た
が
た
め
で
あ
ろ
う
。

そ
の
発
句
形
式
の
中

で
目
立

つ
も
の
を
あ
げ
て
お
く
と
、
雲
峰
七
回
忌

『和
寄
夷
』

の

「
め
ぐ
り
く
る
な
な
と
せ
さ
む
し
み
つ
の
お
と
」、
ま
た
二
代
目
梅
竹
堂
扱

い

の

『
翫
詩
宴
』
の

「
に
だ
い
め
の
か
ほ
り
も
た
か
し
ふ
ゆ
ぼ
た
ん
」
な
ど
が
あ
る
。

な
お
、
第

一
章
で

『千
代
見
句
作
」
編
集
に
乾
峰
の
関
与
あ
り
と
し
た
の
は
、
前

句
題

の
頭
字
に

「
て
い
り
く
堂
け
む
ぽ
う
手

つ
だ

へ
」
と
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

同
じ
梅
竹
堂
の
会
所
本
で
も
蘭
石
点
の
そ
れ

に
は
こ
の
趣
向
は
な
い
。
話
を
戻
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8

ロじロヨロロ ざ
ヨご ヨ し　 ニドお

簿…購

鷺
欝

7
∪

…
欝

謎

響

醜

,.

雛
礫

ボ
「

藩
嘗寧拳・棄爆塚豪}惣参禦を

誕‡Y⑦ 車担弓真↓↓珊:#Ψ



総 合 研 究 所 所 報51

そ
う
。
図
版
②
の
左
が

『田
み
の
＼
嶋

』

の
二
丁
表

で
、

こ
こ
か
ら
勝
句
が
高あい

点
順
に
掲
載
し

て
あ

る
。

句

の
頭

の
文
字
は
題

と
対
応

さ
せ
る
た
め
の
合

し
る
し

印
。
た
と
え
ば
巻
頭
句
に

「愛
」
と
あ
る
の
は
、

こ
の
句
が
前
句
題

「愛

で

一

ぷ
く

ー

」
の
付
句
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
勝
句
の
下
に
記
さ

れ
る
の
は
各
地
の
取
次
名
で
、
巻
頭
句
は
三
州
吉
田
の
花
火
組
取
次
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
こ
と
を
表
わ
す
。
以
下
、
図
版
③

の
右
側

つ
ま
り
十
二
丁
裏
三
行
目
ま
で

に
勝
句
三
百
二
十
を
収
録
し
、
そ
れ
に
続

い
て
巻
頭
か
ら
第
十
位
ま
で
を
出
し
た

各
取
次
の
実
名
を
公
表
し
顕
彰
す
る
。
③

の
左
側
、
終
丁
裏
に
は
寄
句
高
の
国
別

明
細
を
掲
げ
る
。
③
の
左
右
を
対
照
し

て
み
る
と
、
勝
番
が
ほ
ぼ
寄
句
高
に
応
じ

て
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
お
わ
か
り

い
た
だ
け
る
で
あ
ろ
う
か
。
巻
頭
は
三
河

か
ら
寄
せ
ら
れ
た

一
千
九
百
十
八
句
の
う
ち
、
千
八
百
十
句
を
取
り
ま
と
め
て
来

た
花
火
組
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。
寄
句
高

で
は
勝
る
近
江
が
若
狭
に
二
番
勝
を
譲

っ

た
の
は
、
お
そ
ら
く
若
州
小
浜
の
松
宮

こ
と
香
具
屋
久
兵
衛
と
り
ま
と
め
の
句
数

が
、
江
州
舟
木
勝
山
組
の
杉
山
孫
十
郎

の
そ
れ
よ
り
も
多
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ

る
。
か
よ
う
に
寄
句
高
に
応
じ
勝
番
を
定

あ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
興
行
優
先
の
や

り
方
は
、
京
都
の
会
所
本
に

一
般
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
は
い
つ
ご
ろ

か
ら
始
ま

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
元
禄
六
年

の
可
休
撰

『あ
る
が
中
』
を
見
る
に
、

取
次
四
十

一
箇
所
の
う
ち
寄
句
高

で
は
十

四
位
に
相
当
す
る
芸
州
厳
嶋
か
ら
巻
頭

・

十
番
勝
が
、
ま
た
三
十
七
位

の
江
州
梅
津

か
ら
三
番
勝
が
出
て
お
り
、
こ
の
時
代

は
ま
だ
興
行
優
先
と
い
う
姿
勢
は
露
骨

で
は
な
い
。
が
、
宝
永
年
間
の
春
花
堂
板

『逸
題
』
『
雪
の
虎
」

に
な
る
と
、
寄
句
高

に
応
じ
た
勝
番
決
定
と
い
う
傾
向
が
は
っ

き
り
出
て
く
る
。
や

っ
か
い
な
の
は
、
会
所
本
に
寄
句
高
の
国
別
明
細
を
記
す
例

は
多
い
が
、
そ
の
国
の
中
で
ど
の
取
次
が
ど
れ
だ
け
集
め
た
か
と
い
う
い
わ
ば
取

次
別
明
細
を
添
え
る
例
が
極
め
て
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、

知
石
撰
春
花
堂
板

『風
車
』
『著
萩
』
『
豊
の
蝉
』

に
わ
ず
か
に
そ
の
例
を
見
る
に

留
ま
る
。
従

っ
て
、
勝
番
と
寄
句
高
が
対
応
し
て
い
る
と
い
う
傾
向
は
読
み
と
れ

て
も
、
い
ま
ひ
と

つ
踏
み
こ
め
な
い
も
ど
か
し
さ
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
梅
竹
堂

の
会
所
本
は
書
名
不
詳
の
四
点
を
除
く
四
十
四
点

の
う
ち
実
に
二
十
七
点
に
、
寄

句
高
の
国
別
明
細
と
共
に
上
位
番
勝
の
取
次
別
明
細
を
添
え
て
い
て
、
そ
の
対
応

関
係
を
い
ま
少
し
明
確
に
押
さ
え
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
そ
れ
が
最
も
わ
か
り

や
す
い
例
と
し
て

『
雲
鼓
三
十
回
忌
集
』

の
場
合
を
勝
番
と
対
応
さ
せ
て
次
に
示

す
。

寄
句
高

四
千
三
百
八
十
三
句

三
河

内
四
千
弐
百
三
十
三
句
花
火
組
様
御
巻

四
千
十
壱
句

加
賀

内
弐
千
百
十
六
句
玉
集
軒
様
御
巻

又
千
百
七
十
七
句
天
清
堂
様
御
巻

三
千
弐
百
四
十
句

駿
河

内
千
五
百
六
十
四
句
艀
堂
様
御
巻

又
千
五
百
十
五
句
十
文
字
様
御
巻

八
百
五
十
句

近
江

五
百
九
十
六
句

芸
州

勝
番

1

・

6

・

7

・
右

10

左2

4

右5右 左
433
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四
百
三
十
四
句

但
州

三
百
九
十
五
句

尾
州

三
百
八
十
五
句

勢
州

三
百
五
句

越
前

(以
下
、
略
)

左98
10

 

こ
の

一
例
だ
け
か
ら
も
、
寄
句
高
と
勝
番
が
密
接
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
明

白
に
見
て
と
れ
よ
う
。

話
を

『た
み
の
＼
嶋
」
に
戻
そ
う
。
図
版
④
は
終
丁
の
裏
。
国
数

・
寄
句
高
に

続
い
て
刊
記
が
あ
る
が
、
そ
の
間
に
細
字

で
次

の
よ
う
な
断
わ
り
書
き
が
見
え
る
。

此
度
、
金
花
堂

・
花
月
堂

・
一
文
字

・
三
折
堂
其
外
所
く
参
リ
不
申
候

へ
共
、

先
達
而
御
登
シ
被
下
候
御
方
様
御
待
兼
と
撰
相
済
申
候
。
後
会
早
く
御
上
セ

可
被
下
候

以
上

金
花
堂
は
後

で
触
れ
る
よ
う
に
遠
州
金
谷
の
、
花
月
堂
は
伯
州
米
子
の
、

一
文

字
と
三
折
堂
は
芸
州
広
嶋
の
取
次
で
あ
る
。
言
う
通
り
、
国
別
寄
句
高
明
細
に
遠

州
と
芸
州
は
出

て
い
な
い
。
伯
州
は
明
細
末
尾
に

「拾
句
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

勝
句
を
調
べ
て
み
る
と
倉
吉
の
取
次
の
も

の
で

一
文
字

・
三
折
堂
の
分
で
は
な
い
。

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
三
地
方
の
勝
句
は
甲
本
に
は
見
え
な
い
。
と
こ
ろ

で
、
図
版
⑤
は
乙
本
の
後
表
紙
、

こ
ち
ら
に
は
寄
句
高
と
断
わ
り
書
き
と
の
問
に

「追
句
百
六
十
壱
句

遠
州
」
と
入
木
が
し
て
あ
る
。

つ
ま
り
甲
本
を
出
し
た
あ

と
で
、
延
引
し
て
い
た
遠
州
の
分
が
届
い
た
の
で
あ
る
。
百
六
十

一
句
は
越
中
の

二
百
十
八
句
の
次
、
句
高
と
し
て
は
十
六
番

に
相
当
し
、
決
し
て
少
な
い
数
で
は

劇蕪

顛
蓼

勢

,

養

婁
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脊

を
ンま

起
裾
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埜

轟
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な
い
。
何
よ
り
も
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
か
よ
う
な
興
行

で
は
句
高
の
多
少

に
関
わ
ら
ず
常
連
化
し
た
地
方
取
次
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
入
木
撰
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
甲
本
と
乙
本
を
校
合
し
て
み
る

と
、
乙
本
で
七
箇
所
入
木
に
よ

っ
て
勝
句
を
入
れ
替
え
て
い
る
。
該
当
箇
所
を
図

版
⑥
に
示
す
。
ω
は
二
丁
裏
、
②
は
五
丁
裏
、
⑧
は
十

一
丁
表
、
ω
は
十
二
丁
表

で
あ
る
。
句
は
省
略
す
る
が
、
こ
れ
を
丁
数

・
勝
番

・
取
次
で
集
計
し
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

甲
本

乙
本

121152

オ オ ウ ウ

30530430327411211118

番 番 番 番 番 番 番

フ 舟 大 神 深 神よ
し
だ

花

火

組

↓

大

戸

武
蔵
堂
↓
遠
カ
ナ
ヤ
金
花
堂

川
井
蛙
堂
↓
大

区

暮

雪

戸

武
蔵
堂
↓
遠
カ
ナ
ヤ
金
花
堂

坂

鶴

寿
↓
遠
カ
ナ
ヤ
金
花
堂

木

勝
山
組
↓
遠
カ
ナ
ヤ
金
花
堂

▽
D
暮

雪

川

井
蛙
堂
↓
遠
カ
ナ
ヤ
金
花
堂

入
木
撰
が
あ

っ
た
の
は
遠
州
金
谷
金
花
堂
の
分
が
五
句
、
大
津
の
暮
雪
の
分
が

二
句
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
乙
本
奥

の
入
木
に
言
う
遠
州
か
ら
の
追
句
は
甲

本
出
版

の
段
階
で

「参
り
申
さ
ず
」
と
告
げ
て
い
た
金
花
堂
取
次
の
分
で
あ

っ
た

こ
と
が
判
明
す
る
。
大
津
は

「其
外
所
く
」
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
入
木
を
す
る
位
置
に
つ
い
て
鈴
木
氏
は

「
適
当
な
勝
番
の
所
」
(「会

所
本
入
木
事
情
」
)
と
さ
れ
る
が
、
先
に
見
た
寄
句
高
と
勝
番

の
密
接
な
対
応
関

係
を
考
え
る
と
、
そ
う
で
は
な
い
と
思
う
。
実
際
に
こ
の

『
田
み
の
＼
嶋
』

の
場

合
も
寄
句
高
十
六
位
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
十
八
番
勝
の
所
に
入
木
撰
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
従

っ
て
、
差
し
替
え
ら
れ
た
方
の
勢
州
神
戸
武
蔵
堂
や
江
州
深
川
井
蛙
堂

及
び
舟
木
勝
山
組
な
ど
は

「な
る

べ
く
そ
の
地
方
か
ら
離
れ
た
組
連

の
作
品
」

(「江
戸
万
句
合

一
枚
刷
に
入
木
」)
だ

っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
後

に
述

べ
る
よ
う

に
少
な
く
も
梅
竹
堂
会
所
本
に
於
て
は
入
木
撰
が
投
句
者
も
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
ら
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
削
除
さ
れ
る
句
は
そ
の
勝
番
に
よ

っ
て
自
ず
と
決

ま

っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
乙
本
は
遠
州
金
谷
金
花
堂
と
大
津
暮
雪

と
い
う
ニ
ケ
所
の
取
次
傘
下
の
作
者
達

に
配
ら
れ
た
、
地
方
向
け
の
限
定
版
で
あ

る
こ
と
言
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
、
先
に
説
明
を
加
え
た
よ
う
に
、

こ
の

『
田
み
の
＼
嶋
』
は
、
後
に
橘
枝

堂
か
ら
出
た
合
冊
再
刊
物

の

一
つ

『
は
る
の
湊
」
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

仮
に
、
こ
の

『
は
る
の
湊
』
収
録
本
を
丙
本
と
し
て
お
こ
う
。
か
よ
う
な
再
刊
物

に
収
録
す
る
時
は
外
題

・
取
次
名
等
を
削
除
す
る
の
が
常
で
あ

っ
た
こ
と
も
ま
た

先
の
述
べ
た
が
、
そ
の
編
集
に
際
し
、
書
騨
が
勝
句
に
手
を
入
れ
る
必
然
性
は
全

く
な
い
。

つ
ま
り
、
再
刊
物
収
録
の
会
所
本
は
、
そ
の
会
所
本
の
最
終
的
な
姿
を

伝
え
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
そ
こ
で
、
乙
本
と
丙
本
を
校
合
し
て
み
る
と
、
丙

本

の
勝
番
10

・
61

・
62

・
醜

・
謝
～
㎜
の
計
十
句
に
入
木
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
事
実
は
第

一
次
の
入
木
撰
が
あ

っ
た
乙
本
成
立
後
、
『
田
み
の
＼
嶋
』

に
第

二
次
の
入
木
撰
が
施
さ
れ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
丙
本

で
は
取
次
名
等
が
削
除
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
何
処
向
け
の
も
の
で
あ
る
の

か
は
わ
か
ら
な
い
。
が
、
こ
の
場
合
、
推
測
の
手
が
か
り
が
全
く
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
『
た
み
の
＼
嶋
』

の
三
箇
月
後
に
出
版
さ
れ
た

『神
楽
歌
』

の
奥
書

に
、
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次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

芸
州
広
嶋

一
文
字

・
三
折
堂
、
両
三
会
御
延
引

二
而
入
木

二
重
く
成
申
候
。

残
念

二
奉
存
候
。
将
亦
、
遠
州
金
谷
金
花
堂
先
会
も
入
木

二
成
申
…
…
…

こ
の
記
述
は

『田
み
の
＼
嶋
」

の
奥
書

と
妙
に
符
号
す
る
。
『
田
み
の
＼
嶋
」

と

『神
楽
歌
』
の
間
に
他
に
会
所
本
が
な
か

っ
た
と
す
れ
ば
、
「
先
会
」

は

『
田

み
の
＼
嶋
』
の
催
し
を
、
そ
し
て
金
花
堂

の
入
木
と
は
ま
さ
し
く
乙
本
の
入
木
撰

を
さ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
注
意
す

べ
き
は
、

一
文
字

・
三
折
堂
が
両
三
会
延

引
し
て

「重
く
」
入
木
に
な

っ
た
と
言

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に

『田
み

の
＼
嶋
』
丙
本
の
入
木
撰
は
、

一
文
字

・
三
折
堂
の
延
着
分
を
中
心
と
し

た
そ
れ
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
成
り
立

つ
。
な
お
、
そ
の
寄
句
高
は
、

十
番
勝
に
入
木
撰
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
国
別
明
細
に
照
ら
し
て
三
百
句

前
後
と
見
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
『
田
み
の
＼
嶋
』
の
入
木
撰
を
整
理
し
て
み
る
と
次

の
よ
う
に

な
る
。
甲
本
出
版
後
、
遠
州
金
谷
金
花
堂
取
次
分
と
、
句
数
は
わ
か
ら
な

い
が
大
津
暮
雪
取
次
分
が
遅
れ
て
届
き
、

こ
こ
で
第

一
次
入
木
撰
が
あ
り

乙
本
が
出
来
上
が
る
。
乙
本
は
遠
州

・
大
津
向
け
に
発
送
。
そ
の
あ
と
で
、

芸
州

一
文
字

・
三
折
堂
か
ら
の
も
の
を
中
心
に
三
百
句
前
後
が
届
い
て
、

第
二
次
入
木
撰
が
あ
り
、
芸
州
そ
の
他
向

け
の
丙
本
が
成
立
し
た
と
い
う

亀

こ
と
に
な
ろ
う
。

つ
ま
り
、
『
田
み
の
＼
嶋
』
の
場
合
、
二
次

に
わ
た
る

入
木
撰
が
あ
り
、
初
版
の
他

に
二
種
類

の
地
方
向
け
限
定
版
が
刷
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。

で
は
次
に
、
入
木
撰
の
最
も
甚
し
い
例

と
し
て
、
寛
延
三
年
の

『佐
久

・

良
寄
理
』
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
図
版
⑦
は
、
宮
田
本
の
表
紙
。
⑧
は
、
見
返

し
と
冒
頭
部
、
⑨
は
終
丁
の
表
、
⑩
は
そ
の
裏
で
あ
る
。
図
版
⑩
終
丁
裏
の

「御

取
次
所
」
巻
頭
の

「
尾
州
名
古
屋

和
田
山
十
郎
様
」
は
明
白
な
入
木
。
第
十
の

「尾
州
名
古
屋

菊
屋
利
右
衛
門
様
」
も
図
版
で
は
や
や
鮮
明
さ
を
欠
く
が
、
原

本
に
つ
い
て
見
る
に
や
は
り
入
木

で
あ
る
。
更
に
、
⑨

の
国
別
寄
句
高

の
冒
頭

「壱
千
五
百
十
五
句

尾
州
」
の
箇
所
も
入
木
。
先
の

『
田
み
の
＼
嶋
」
と
違

っ

て
、
こ
の

『
佐
久
良
寄
理
」
の
場
合
奥
書
に
記
す
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
ど
う
や
ら

寄
句
高
が
結
果
的
に

一
番
多
く
な

っ
た
尾
州
取
次
の
分
が
延
着
し
た
か
の
如
く
で

ちぬ ゆ お

糖6舞
㍉

〆

も㌔
い

養

'轟
攣

籍
7

『

欝

麹

鷺
蒙

靴

雰
3
腺

+
シ
一
激

.

凄鋸

旨
暮
ご

図7
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あ
る
。
そ
こ
で
勝
句
を
見
る
と
、
⑧
の
左
側
の

「尾
名
古
屋
大
泉
堂
」
取
次
の
巻

頭
句
、
同
じ
く

「
尾
名
古
屋
桜
月
」
取
次
の
十
番
勝
句
を
は
じ
め
、
尾
州
関
係
の

句
に
悉
く
入
木
撰
が
あ
る
の
が
判
明
す
る
。
い
ま

一
箇
所
図
版
で
示
そ
う
。
図
版

⑪
は
六
丁
の
裏

で
あ
る
。
六
、
七
行
目
の
問
に
不
自
然
な
隙
間
が
出
来
て
し
ま

っ

て
い
る
し
、
七
行
目

「桜
月
」
の
肩
書
に

「同
所
」
と
あ
る
の
は
前
の
句
が

「遠

金
谷
」

で
あ
る
か
ら
お
か
し
い
。
七
行
目
の
百
七
十
番
勝
句
以
下
の
六
句
が
入
木

撰
な
の
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
入
木
撰
の
あ

っ
た
勝
番
と
該
当
の
丁
数
を
示
す
と
、

巻
頭

・
10

(
一
オ
)
・
26

(
一
ウ
)
・
48

(ニ
オ
)
・
78
～
80

(三
オ
)
・
H

(四
ウ
)
・

1

莇

(六
オ
)
・
m
～
燭

(六
ウ
)
・
㎜

(八
オ
)
・
㎜
～
脳

(八
ウ
)
・
鵬
～
餅

(十

　
コ

に
リ

ウ
)
.
32
～
33

(十
ニ
ウ
)
と
な
る
。
集
計
し
て
み
る
と
、
名
古
屋
大
泉
堂
が
巻

頭
を
含
め
二
十
六
句
、
同
所
桜
月
が
十
番
勝
を
含
め
十

一
句
、
同
所
朝
花
が
七
十

九
番
勝
を
含
め
三
句
、
尾
州
下
半
田
永
楽
堂
が
八
十
番
勝
を
含
め
三
句
で
、
合
計

四
十
三
句
と
な
り
、
収
録
勝
句
三
百
五
十
の
う
ち

一
割
以
上
に
入
木
撰
を
し
た
計

算
に
な
る
。
名
古
屋
の
大
泉
堂

・
桜
月

・
朝
花
そ
れ
に
下
半
田
の
永
楽
堂

の
四
取

次
が
、
遅
延
な
が
ら
も
寄
せ
て
来
た
句
が
千
五
百
十
五
句
と
次
位
の
和
州
を
三
百

余
り
凌
ぐ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
入
木
撰
も
巻
頭
を
含
め
た
規
模

の
大
き
な
も

の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
先
の

『
田
み
の
＼
嶋
」
に
も

勝
番
が
下
が

っ
て
行
く
と
二
句
三
句
あ
る
い
は
六
句
と
連
続
し
て
入
木
撰
を
す
る

現
象
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
の

『佐
久
良
寄
理
」
は
そ
れ
が

一
層
顕
著

で
あ
る
。
十

丁
裏
の
十
五
句

一
括
し
て
の
入
木
撰
な
ど
は
半
丁
す
べ
て
句
を
入
れ
替
え
た
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
六
丁
表
裏
、
八
丁
表
裏
と
い
う
よ
う
に
、
入
木
撰
を

出
来
る
だ
け
同

一
の
丁
で
行
な
お
う
と
し
た
、

つ
ま
り
入
木
を
す
る
板
木
を
出
来

一57一
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図9図10

る
だ
け
少
な
く
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
、
入
木
撰

が
忽
卒
の
問
に
経
済
性
を
も
考
慮
し

つ
つ
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
現
象
と
言
え
よ
う
。
さ
て
、
『佐
久
良
寄
理
』
は

『未
刊
雑
俳
資
料
』
『雑

俳
集
成
』
に
鈴
木
氏
蔵
本
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
宮
田
本

を
校
A
口
し
て
み
る
と
、
二
句
に
異
同
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
宮
田
本
の
百
四
十

一
番
の
上
州
仁
田
黒
沢
取
次
の
句
、
百
四
十
二
番
の
若
州
升
谷
具
羅
取
次

の

句
が
、
鈴
木
本
で
は
い
ず
れ
も
名
古
屋
大
泉
堂
取
次
の
句
に
な

っ
て
い
る
。

合
冊
再
刊

『
は
る
の
湊
』
収
録
本
は
鈴
木
本
と
異
同
は
な
い
の
で
、
宮
田
本

は
鈴
木
本

に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
宮
田
本
は
尾
州
向
け
の

入
木
撰
本
、
鈴
木
本
は
そ
れ
に
微
修
正
を
加
え
た
も
の
で
、
そ
の
後
は
入
木

撰
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
先

の

『
田
み
の
＼
嶋
』
と
や
や
様
相
は
異
な

る
が
、
『佐
久
良
寄
理
』
に
も
初
版
の
他
、
同
じ
尾
州
向
け
な
が
ら
入
木
撰

本
が
二
種
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
か
よ
う
な
入
木
撰
本
は
い
っ
た
い
ど
の
く
ら
い
増
刷
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
鈴
木
氏
は

「
享
保
京
都
前
句
付
会
所
本
入
木
事
情
」
に
於

て
、
「
入
木
本
は
お
よ
そ
遅
参
の
入
選
句
程
度
、
十
～

二
十
部
を
限
度
と
し

て
再
板
さ
れ
、
遅
参
の
巻
の
取
次

へ
返
巻
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
当
然
遅
延
の
取
次
数
ま
た
寄
句
高
に
よ

っ
て
違

っ
て
く
る
。
『
田
み

の
＼
嶋
』
と

『佐
久
良
寄
理
』
の
増
刷
数
が
同
じ
で
あ

っ
た
と
は
考
え
に
く

い
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
手
が
か
り
は
極
め
て
少
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
京

都
の
会
所
本
は
勝
句
を
そ
れ
を
扱

っ
た
取
次
名
で
掲
げ
る
こ
と
を
原
則
と
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従

っ
て
、
そ
の
取
次
が
扱

っ
た
寄
句
高
の
背
後
に
ど

一56一
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の
く
ら
い
の
数
の
作
者
を
抱
え
て
い
た
か
は
不
明
と
す
る
他
は
な
い
。
が
、
こ
の

『
佐
久
良
寄
理
』
の
場
合
、

一
章
で
取
り
上
げ
た

『
千
代
見
句
作
』
が
有
力
な
手

が
か
り
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
先
述

し
た
よ
う
に
、
『千
代
見
句
作
』

は
、
会

所
の
破
会
に
よ
り
浮
い
て
し
ま

っ
た
尾
州
名
古
屋
桜
月
取
次
の
千
六
百
二
十
五
吟

の
中
か
ら
百
番
を
撰
出
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
異
例

の
措
置

で

あ
る
。
「夫
故
、
句
毎

二
御
誹
名
相
記
板
行
」
し
た
の
だ
と
梅
竹
堂
は

「御
断
書
」

に
言
う
。

つ
ま
り
、
万
句
興
行
の
場
合
は
取
次
の
背
後

に
埋
没
し
て
し
ま
う
作
者

個
人
が
、
こ
の

『千
代
見
句
作
」
で
は
そ
の
素
顔
を
露
わ
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で

『
千
代
見
句
作
』
の
作
者
を
拾

っ
て
み
る
と
、
尾
州
名
古
屋
の
三

十
名
を
中
心
に
、
尾
州
各
地

・
三
州

・
濃
州

・
勢
州
の
若
干
名
を
加
え
、

総
数
四
十
三
名
と
な
る
。
そ
の
多
く
は
個
人
の

「誹
名
」
と
考
え
ら
れ
る

が
、
中
に
は
名
古
屋
の
大
泉
堂

・
桜
月

・
東
仙
堂
、
尾
州
神
守
の
窮
松
軒
、

三
州
岡
崎
西
木
堂
の
よ
う
に
取
次
名
も
混
じ
る
。
そ
し
て
、
大
部
分
が

一

～
三
句
程
度
の
入
選
で
あ
る
の
に
対
し
、
会
所
名
で
出
る
場
合
は
西
木
堂

11

七
句
と
い
う
よ
う
に
そ
の
数
が
増
え
る
。
従

っ
て
、
す
べ
て
が
個
人
名
と

図

も
言
え
ず
、
や
は
り
会
所
の
影
に
隠
れ
て
し
ま

っ
た
作
者
も
想
定
さ
れ
る
。

更
に
は
、
落
選
の
憂
き
目
を
見
た
者
も
い
よ
う
。
さ
す
れ
ば
作
者
の
実
数

は
も

っ
と
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
想
像

の
域
を
出
な
い
が
、
仮
に

二
倍
と
見
積
れ
ば
九
十
名
近
く
な
る
。
さ
て
、
『
佐
久
良
寄
理
」

で
延
着

し
た
の
も
た
ま
た
ま
大
泉
堂

・
桜
月
ら
尾
州
の
取
次
で
あ

っ
た
。
そ
の
寄

句
高
千
五
百
十
五
と
い
う
の
も
、
『
千
代
見
句
作
』

の
そ
れ
に
近
い
。
『佐

久
良
寄
理
』
延
着
の
巻
の
背
後
に

『千
代
見
句
作
』
と
同
じ
程
度
の
作
者

数
を
想
定
す
る
と
す
れ
ば
、
尾
州
向
け
の
入
木
撰
本

『佐
久
良
寄
理
』
は
そ
の
く

ら
い
の
数
は
増
刷
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
で
・あ
ろ
う
。

さ
て
、
右
の
二
例
に
見
て
来
た
よ
う
な
入
木
撰
は
、
梅
竹
堂
扱

い
の
会
所
本

で

は
ご
く
日
常
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
以
下
、
そ
の
実
態
を
検
証
し

て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

『春
の
湊
」
(宝
暦
元
年
)

綿
屋
文
庫
蔵
本

(ざ

・
……
・
11
)
を
写
真

で
見
る
と
、
芸
州
忠
海
の
源
泉
堂
取

　

りむ

ほり

次
の
句

(勝
番
19

.
98

.
18

.
26
～
26
)
に
、
ま
た
越
山
王
の
難
波
及
び
同
府
中
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ワ　

　

む

初

梅

軒

(
勝

番

12

.
30

～

31

)

取

次

句

に
入
木

撰

が

あ

る
。

ま

た
、

広

嶋

一
文

字

取

次

の
五

十

四
番

勝

句

も

入

木

ら

し

い
が
、

一
文

字

の
句

は
他

に
も

多

く
出

て
お

り

そ
ち

ら

は
入

木

と

は
見

え

な

い
。

こ

の
点

、

不
審

。

更

に
、

こ
の

『
春

の
湊

」

リム

ユ

と
合

冊

再

刊

『
は

る

の
湊

』

収

録

本

を

対
校

す

る

と
、

勝

番

8

・
66

・
1

・
9

・

1

1・⊥

り
ム

リむ

3

・
3

の
句

に
異

同

が

あ

り

、

入

木

撰

と

思

わ

れ

る
。

従

っ
て
、

『
春

の

湊

』

も

り
乙

∩乙

二
次
に
わ
た
る
入
木
撰
が
あ

っ
た
こ
と

に
な
る
。

『神
楽
歌
」
(宝
暦
二
年
)

同
書
前
引
奥
書
に
、

一
文
字

・
三
折
堂

・
金
花
堂
が
再
々
入
木
に
な

っ
た
こ
と

を
述
べ
た
あ
と
、
「此
度

ハ
御
奉
納
大
巻

二
而
可
有
御
座
候
所
、
御
延
引
、
残
多

奉
存
候
。
駿
州
藤
枝
十
文
字

・
同
国
府
中
初
梅
軒

・
江
州
井

ノ
ロ
h●
堂

・
備
後
三

原

・
豆
州
三
嶋
御
巻
、
其
外
所
く
御
延
引
」
と
、
延
引
の
取
次
多
き
を
嘆
い
て
い

る
。
『
未
刊
雑
俳
資
料
』
(『雑
俳
集
成
』

に
も
)
の
翻
刻
と
、
綿
屋
文
庫
蔵

の
逸

題
合
冊
再
刊
本
に
収
録
の
も
の
と
対
校
し
て
み
る
と
、
そ
れ
に
見
合
う
か
の
よ
う

に
入
木
が
多
い
。
勝
番
3

・
12

(
ニ
オ
)
・
19

・
20

(
ニ
ウ
)
・
45

・
46

・
57

・
58

ロ
リ

ワ
ヨ

リム

　

ユ

(
三

ウ

)
・
92

～

94

(
五

オ

)
・
1

(五

ウ

)

・
4

(
六

ウ

)
・
8

～

8

(
八

オ

)
・
4

」ー
⊥

-
1
占

1■

-

り
乙

ワゴ

に
り

　

に
リ

ユ

～

24

(
十

オ
)
.
28
～

29

.
29

.
29

(
十

一
ウ
)

の
合

計

三

十

二
句

。

入

木

の
箇

所

が
連

続

す

る

こ
と

、

同

じ

丁

に
集

中

す

る

傾

向

が

あ

る

こ
と

か

ら
、

入

木

撰

と

見

て
よ

い
。

た
だ

し

、

ど

こ

の
取

次

の
遅

着

分

か

、

ま

た

取
次

は

一
箇

所

か
複

数

か

は

不
明

。

い
ず

れ

に

せ

よ
、

三

番

勝

に
入

木

撰

が

あ

る

の

で
国

別
寄

句

高

明
細

と
対

応

さ

せ

て

み

る
と

、

遅

着

分

の
中

に
千

句

前

後

の
大

巻

が

あ

っ
た

こ
と

は
確

実

。

な

お
、

こ

れ

は

『
佐

久

良

寄

理

」

に

つ
い

で
入

木

撰

の
甚

し

い
例

で
あ

る
。

『
い

さ

り

ぶ

ね
」

(宝

暦

二
年

)

『
未

刊

雑

俳

資

料

』

(
『
雑

俳
集

成
」

に
も
)

の
翻

刻

と
合

冊

再

刊

『
和

寄

ゑ
び

す

』

収

録

本

(
柱

刻

に

「
バ
カ

四
」

と

あ

る

も

の
)

を
対

校

し

て
み

る

と
、

勝

番

　
り

　

り
リ

ワ
ヨ

　

9

・
49

・
4

・
4

・
3

・
3

・
7

に
入

木
。

入
木

箇

所

が
連

続

す

る

の

で
、

入

木

1⊥

-

り
乙

0
乙

り
乙

撰

と

見

て

よ

い
。

『
和

寄

夷

』

(宝

暦

三
年

)

宮

田

本

と

合

冊

再

刊

『
和

寄

ゑ

び

す
」

収

録
本

(柱

刻

に

「
バ
カ

一
」

と

あ

る

も

の
)

を

対

校

す

る
と

、

14

句

に
入

木

あ

り
。

勝
番

23

・
26

(
三

オ
)
・
42

(
三

　
り

ワげ

　リ

ワゴ

　

ユ

ウ

)

・
57

(
四

オ

)

・
4

(
七

オ

)
・
8

(
八

ウ

)

・
1

・
1

(
九

オ

)

・

1

・
1

・

0
乙

n乙

り乙

n∠

1

1

　

　ロ

　コ

む

2

・
2

(
九

ウ

)
・
8

・
9

(
十

一
ウ

)
。

『
佐

久

良

寄

理

』

『
神

楽

歌

』

と

全

く

同

り
乙

0
乙

0
乙

n
∠

じ
傾

向

あ

り
、

入

木

撰

と

断

定

し

て
よ

い
。

な

お
、

奥

書

に

「
未

参

リ

不
申

」

取

次

多

く

あ

り
と

記

す

こ
と

、

一
章

に
触

れ

た
。

『
書

名

不

詳

B
』

(宝

暦

三
年

前

後

)

合

冊

再

刊

『
和

寄

ゑ
び

す

』

に
柱

刻

「
バ
カ

ニ

」

と

し

て
収

録

す

る

一
本

。

対

校

す

べ
き

も

の
が

な

い
が

、

版

面

を

見

る

に
明

ら

か
な
入

木
あ

り
。
勝
番

26

・
62

・

つり

　

　
リ

ユ7
～

7

・
3
～

3

の
計

八

句

。

入

木

撰

と

考

え

ら

れ

る
。

り
乙

り
乙

」1
⊥

」1
⊥『

書

名

不

詳

C
』

(宝

暦

三
年

前

後

)

合

冊

再

刊

『
和

寄

ゑ
び

す

』

に
柱

刻

「
バ
カ

三

」

と

し

て
収

録

す

る

一
本

。

こ

れ

ま

た
対

校

す

べ
き

資

料

が

な

い
が

、

版

面

を

見

る

に
入

木

が
多

い
。

勝

番

6

・

10

・
13

(
一
オ
)
・
28

・
29

(
ニ

オ
)
・
50

(
ニ

ウ
)
・
74

・
75

(
三

ウ
)
・
01

(
四

1

む
り

ユ

　
り

　
　

　

ワ
げ

　
り

　

オ
)

13

(
五

ウ
)
.
18

～

18

(
六

ウ
)
.
24

(
八

ウ
)
.
29
～

29

(
十

オ
)
.
30
～

30

な
り

　

(
十

ウ
)
・
4
～

4

(
十

ニ

オ
)

と

二
十

六

句

に
及

ぶ

。

『
佐

久

良

寄
理
』

『神

楽
歌

』

0
0

0
0

に

つ
い

で
、

入

木

撰

の
甚

し

い
例

で
あ

る

。
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『雲
鼓
三
卜
回
忌
集
』
(宝
暦
五
年
)

『未
刊
雑
俳
資
料
』
(『
雑
俳
集
成
』

に
も
)
の
翻
刻
と
綿
屋
文
庫
蔵
の
合
冊
再

刊

『名
取
川
』
収
録
本
を
校
A
口
す
る
と
、
勝
番
31

・
幽

・
悩

・
姐
～
姻
に
入
木
。

入
木
撰
と
考
え
ら
れ
る
。

『国
花
秀
』
(宝
暦
五
年
)

綿
屋
文
庫
に
二
本
あ
り
。
両
者
に
異
同
な
し
。
こ
れ
と
A
口冊
再
刊

『名
取
川
」

収
録
本
を
対
校
す
る
と
、
勝
番
38

・
83
に
入
木
が
あ
る
。
た
だ
し
、
触

っ
て
い
る

1

00

の
は
ど
ち
ら
も
江
州
舟
木
勝
山
組

の
句
。
勝
山
組
の
句
は
他
に
も
勝
番
4

・
58

・

68

・
71

・
88

・
97

酌

・
姐

・
瑠
～

蝸

曲

・
説

・
謝
～

謝

・
娚
と
多

く
出

る
が
、

先
の
二
句
以
外
は
入
木
を
せ
ず

『名
取
川
』
収
録
本
で
も
も
と
の
ま
ま
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
先
に
不
審
と
し
て
残
し
て
お
い
た

『春
の
湊
」
の

一
文
字
の
場
合
と
全

く
同
じ
現
象
が
見
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
入
木
撰
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
後

で
述

べ
る
。

『
五
常
鏡
」
(宝
暦
九
年
)

　

ワげ

宮
田
本
に
よ
れ
ば
、
勝
番
62

.
13

.
22
に
入
木
の
跡
が
顕
著
。
い
ず
れ
も
信
州

飯
出
¢
堂
の
句
。

こ
の
取
次
の
句
は
該
当

の
三
句
し
か
見
え
な
い
の
で
、
入
木
撰

と
見
て
よ
い
。

『
花
ご
ろ
も
」
(宝
暦
十
二
年
)

宮
田
本

に
よ
れ
ば
、
勝
番
酩
の
池
田
柳
葉
軒
の
句
が
入
木
。
や
は
り
柳
葉
軒
は

他
に
見
え
な
い
の
で
、
入
木
撰
と
考
え
ら
れ
る
。

『豊

の
調
」
(宝
暦
十
四
年
)

綿
屋
文
庫
蔵
本
の
写
真
に
よ
れ
ば
、
豆
州
古
奈
の
蛭
嶋
組
の
句
に
入
木
撰
が
あ

る

。

写

真

で

見

て

も

そ

れ

は

明

白

。

勝

番

2

(
ニ

オ
)
・
41

(
三

オ

)
・
58

(
三

ウ
)
・

な
り

　

に
り

む

ユ

リ
ム

　コ

ユ

94

・
95

(
四

ウ

)

・
8

～

8

(
七

ウ

)

・
4

～

5

(
九

オ

)

・
6

・
6

・
6

～

7

」1
⊥

」董
⊥

り
乙

0
乙

り
乙

∩∠

り
乙

り
乙

ロ
リ

　

ユ

　

(九

ウ
)
・
5

～

5

(
十

ニ

オ

)
・
7

・
7

(
十

ニ

ウ
)

の
二

十

五

句

。

な

お

、

国

0
0

0
0

0
0

0
0

別
明
細
の
寄
句
高
四
番
目
に

「千
四
十
六
句

豆
州

内
千
十

一
句
蛭
嶋
組
様
御

巻
」
と
見
え
、
こ
の
部
分
も
板
木
を
触

っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
写
真
か
ら
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
。
た
だ
し
、

こ
れ
に
よ

っ
て
、
延
着
し
た
蛭
嶋
組
取
次
の
寄
句
が
千

十

一
句
の
大
巻
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『佐
久
良
寄
理
』
『
神
楽
歌
』
『
書

名
未
詳
C
』

に
つ
い
で
入
木
撰

の
甚
し
い
例
。

『
秋
津
嶋
」
(宝
暦
十
四
年
)

む

りム

綿
屋
文
庫
蔵
本
の
写
真

に
よ
れ
ば
、
勝
番
13

・
65

・
66

・
4
～
4
の
藤
枝
十
文

り
乙

り
乙

字
取
次
の
句
に
入
木
撰
が
あ
る
。

さ
て
、
以
上

の
よ
う
に
、
梅
竹
堂
扱
い
の
会
所
本
四
十
八
点
の
う
ち
、
乾
峰
撰
、

蘭
石
撰
を
含
め
十
三
点
に
入
木
撰
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
四
点
は
二
十
五

～
四
十
三
句
に
及
ぶ
大
幅
な
入
木
撰
で
、
ま
た
三
点
に
は
二
次
に
わ
た
る
入
木
撰

が
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
中
に
は
入
木
撰

一
句
と
い
う
例
も
見
ら
れ
た
が
、

こ
れ
は
遅
着

の
巻

の
寄
句
が
た
と
え
少
な
く
て
も
会
所
が
ま
め
に
対
応
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
入
木
撰
の
認
め
ら
れ
る
会
所
本
は
年
表
前
半
に
集
中
す
る
が
、

そ
れ
は
こ
の
時
期
に
合
冊
再
刊
物
が
多
く
残
り
、
対
校
資
料
が
豊
富
な
せ
い
も
あ

る
。
後
半

に
於

て
も
入
木
撰
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
『豊

の
調
」

の
例
が

そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。
梅
竹
堂
扱
い
の
会
所
本
に
あ

っ
て
は
、
入
木
撰
は
常
態

化
し
て
い
た
と
ほ
ぼ
断
言
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
は
会
所
の

側
に
特
に
そ
れ
を
隠
そ
う
と
い
う
意
識
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
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は
前
引

『神
楽
歌
』
の
奥
書
や
ま
た
宝
暦
七
年

『菖
蒲
酒
』

の

「冤
角
入
木
撰

二

成
不
申
候
様

二
被
遊
可
被
下
候
。
同
じ
事
な
が
ら
、
入
木

二
成
候

ヘ
バ
残
多
奉
存

候
」
と
い
う
奥
書
に
、
会
所
自
ら
が
入
木
撰
の
事
実
を
公
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。
入
木
撰
は
観
客
の
目
の
及
ぼ
ぬ
幕

の
中

で
ひ
そ
や
か
に
行
な
わ

れ
た
の
で
は
な
か

っ
た
。
繰
り
返
し
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
寄
句
の
延
着
は
万
句

興
行
を
取
り
持

つ
会
所
に
と

っ
て
、
最
も
頭
の
痛
い
こ
と
が
ら
で
あ

っ
た
。
し
か

し
、
興
行
を
継
続
し
て
経
営
す
る
上
で
遅
着
の
巻
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

取
り
敢
え
ず
先
着
分
の
勝
句
を
披
露
し
て
お
い
て
、
遅
着
分
は
入
木
撰
と
い
う
や

り
方
で
捌
く
と
い
う
の
は
極
め
て
現
実
的
な
方
法
で
あ
る
。

一
方
、
投
句
者
の
立

場
と
し
て
は
ど
う
か
。
先
着
の
取
次
傘
下

の
連
中
の
手
許

に
は
、
既

に
自
分
達
の

勝
句
が
刷
ら
れ
た
会
所
本
が
あ
る
。
遅
着

の
取
次
向
け
に
入
木
撰
本
が
配
ら
れ
、

そ
の
本

で
仮
に
自
分
達
の
勝
句
が
た
ま
た
ま
削
除
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
全
く

痛
痒
は
感
じ
な
い
。
む
し
ろ
、
仮
に
遅
着
し
た
場
合
、
入
木
撰
に
よ

っ
て
勝
句
を

会
所
本
に
収
録
し
て
貰
え
る
の
は
投
句
す

る
側
に
と

っ
て
、
歓
迎
す
べ
き
こ
と
が

ら
だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
締
切
を
守

っ
て
最
初
か
ら
会
所
本

に
勝
句
を

収
め
る
に
せ
よ
、
遅
延
し
て
入
木
撰
で
入
れ
て
貰
う
に
せ
よ
、
投
句
す
る
側
は
自

分
達

の
句
が
刷
ら
れ
た
会
所
本
が
手
許
に
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
事
足
る
。
そ
の
意
味

で

「
同
じ
事
」
と
は
こ
と
の
本
質
を
言
い
取

っ
て
妙
、
要
す
る
に
会
所
が
走
り
回

れ
ば
済
む
こ
と
で
あ

っ
た
。
か
く
し
て
、
入
木
撰
は
興
行
を
経
営
す
る
点
者

・
会

所
に
と

っ
て
も
、
全
国
に
ち
ら
ば
る
投
句
者
に
と

っ
て
も
極
め
て
都
合
の
良
い
方

便
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
入
木
で
も
、

そ
れ
は

「猿
み
の
撰
の
時
」
其
角
句
の

修
正
を
め
ぐ

っ
て

「
た
と
へ
出
板
に
及
ぶ
と
も
い
そ
ぎ
改
む
べ
し
」
(
去
来
抄
)

と
指
示
し
た
芭
蕉
の
場
合
と
は
本
質
的
に
異
な
る
。
芭
蕉
の
場
合
は
作
品
の
質
を

重
ん
じ
た
入
木
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
興
行
優
先
の
そ
れ
。

一
般

の
俳

譜
撰
集
で
は
お
よ
そ
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
入
木
撰
と
い
う
や
り
方
が
、
「
世

の

中
に
た
へ
て
古
句
の
な
か
り
せ
ば
付
の
た
め
し
に
何
を
ひ
く
べ
し
」
(『
田
み
の
＼

嶋
』
二
百
五
十
番
勝
句
)
と

「
は
め
句
」
を
広
言
し
て
は
ば
か
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ

の
力
量
に
応
じ
て
創
作
を
楽
し
ん
だ
雑
俳
の
万
句
興
行
の
場
に
生
ま
れ
た
の
は
極

め
て
自
然
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
地
方
板
会
所
本
の
中
に
は
入
木
撰
と
は
や
や
趣

を
変
え
て
遅
着
の
巻
を
捌
く
も
の
が
あ
る
。
宝
暦
六
年
刊
の
遠
州
浅
羽
六
く
園
仙

丸
撰

『袖
の
蛍
』
は
惣
句
高
千
八
百
二
、
勝
句
八
十
五
、
表
紙
を
含
め
全
五
丁
の

片
々
た
る
冊
子
で
あ
る
。
終
丁
表
右
半
分
に
取
次
別
の
寄
句
明
細
を
掲
げ
た
あ
と
、

左
半
分
に

「追
撰
左
記
」
と
し
て

「
ナ
コ
ヤ
ミ
ナ
ト

一
筆

・
江
川
」
と

「
新
池
柏

組
」
取
次
の
句
を
各
二
章
あ
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
頭
に
廿
五

・
四
十
壱

・
四
十

三

・
七
十
六
と
勝
番
を
入
れ
、
「
右
御
両
所
玉
巻
御
延
引

二
付
、
追
撰
仕
候
。
御

骨
折
を
無
に
仕
候
事
い
か
ゴ
と
奉
存
、
如
斯
成
候
」
と
会
元
松
葉
軒
の
断
わ
り
書

き
を
添
え
て
い
る
。
同
じ
や
り
方
は
、
寛
政
四
年
五
月
の
遠
州
お
せ

つ
撰

『
酒
中

華
四
篇
」
(全
三
丁
、
勝
句
三
十
八
)
、
寛
政
十

一
年
頃
の
遠
州
お
弁
撰

・
会
林
帰

月

の

『山
の
井
』
(全
五
丁
、
惣
句
高
二
千
五
百
余
、
勝
句
百
六
)
、
文
化
二
年
二

月

の
無
能
老
撰

・
会
林
永
楽
堂
の

『霜
の
床
』
(全
五
丁
、
惣
句
高
千
四
百
三
十

七
、
勝
句
百
十
六
)
に
も
見
え
る
。
い
か
に
も
付
け
足
し
と
い
う
観
は
免
れ
な
い

が
、
終
丁
末
尾
に
手
を
加
え
る
か
、
あ
る
い
は

一
丁
追
加
す
れ
ば
済
む
と
い
う
簡

便
な
や
り
方

で
あ
る
。
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最
後
に
、
梅
竹
堂
以
外
の
会
所
本
に
お
け
る
入
木
撰
の
状
況
は
ど
う
な
の
か
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
、
概
略
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
未
だ
充

分
な
調
査
が
出
来
て
い
な
い
の
だ
が
、
今

の
と
こ
ろ
入
木
撰
が
あ
る
と
断
言
出
来

る
例
は
、
実
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
そ
の

一
方

で
、
取
次
名
は
そ
の
ま
ま
で
勝
句

だ
け
を
差
し
替
え
て
い
る
例
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
梅
竹
堂
の

『春
の

湊
」
の

一
文
字
の
場
合
、
及
び

『国
花
秀
』
の
例
は
こ
れ
に
属
す
る
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
事
情
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
れ
は
入
木
撰
で
は
な
い
。

そ
れ
に
、
入
木
撰
と
句

の
差
し
替
え
が
混
在
す
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
鈴
木
氏

が

『
わ
か
み
ど
り
』
解
題

(『
雑
俳
集
成
』

一
期

の
五
)

で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
、

会
所
本
巻
末
の
顕
彰
取
次
名
に
手
を
入
れ
る
例
も
い
く

つ
か
あ
る
。
か
よ
う
に
、

京
都
点
者
の
会
所
本

の
入
木
の
様
相
は
単
純
で
は
な
い
。
梅
竹
堂
の
会
所
本
は
、

先
の
二
例
を
除
き
、
お
お
む
ね
入
木
撰
と
見
て
間
違
い
な
い
と
思
う
。
が
、
そ
れ

以
外
の
会
所
本
に

つ
い
て
は

『著
萩
」
を

は
じ
め
と
す
る
鈴
木
氏
の
指
摘
例
を
含

め
、
入
木
句
が
す

べ
て
入
木
撰
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
洗

い
直
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
従

っ
て
、
梅
竹
堂
扱
い
の
会
所
本

で
は
常
態
化
し
て
い

た
入
木
撰
と
い
う
や
り
方
が
こ
の
会
所
に
特
徴
的
な
こ
と
が
ら
で
あ
る
の
か
ど
う

か
、
ま
た
そ
れ
は
彼
が
地
方
会
所
で
あ

っ
た
こ
と
と
関
わ
る
の
か
ど
う
か
と
い

っ

た
問
題
に
つ
い
て
は
、
更
に
調
査
を
重
ね
た
上
で
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。
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こ
の
稿
を
成
す

に
際
し
、
鈴
木
氏

の

一
連

の
御
論
考

及

び
同
氏

編
集

の

『
未

刊
雑

俳
資

料
」
『
雑
俳
集
成
」
か
ら
は
多
大

の
恩
恵
を
蒙

っ
た
。

ま
た
、
宮

田
博
士
か

ら

は
、

御
架

蔵

の
会
所
本
を

一
括
し

て
貸
与
さ
れ
る
と
い
う
栄
に
浴

し

た
。

併

せ
、

謝
意

を
表

す

る

次
第

で
あ

る
。

平
成
七
年
九
月
九

日


